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当事者として戻ったから見えた
地元の農業の姿

北竜町  竹林 司

将
来
は
漠
然
と
農
業
を
継
ご
う
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
か

ら
高
齢
化
、
輸
入
自
由
化
な
ど
農
業
に

は
暗
い
話
題
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

こ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
学
び
た
い
と
思

い
、
大
学
は
農
学
部
に
進
学
。
農
業
経

済
を
学
び
、
更
に
現
状
を
追
求
し
よ
う

と
日
本
農
業
新
聞
に
就
職
し
て
、
記
者

と
し
て
霞
が
関
の
記
者
ク
ラ
ブ
や
九
州
・

沖
縄
の
農
業
の
現
場
で
経
験
を
積
み
ま

し
た
。

大
き
く
価
値
観
が
変
わ
っ
た
の
が
、

２
０
１
6
年
の
熊
本
地
震
の
時
で
す
。

被
災
し
な
が
ら
も
ト
マ
ト
の
収
穫
に
向

か
う
生
産
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

そ
れ
ま
で
も
農
業
者
に
寄
り
添
っ
て
報
道

を
し
て
い
る
自
負
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
自
分
に
と
っ
て
は
「
ひ
と
ご
と
」
だ
っ

た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。「
自
分
も

当
事
者
と
し
て
農
業
に
向
き
合
い
た
い
」

そ
う
思
っ
て
、
北
竜
町
に
戻
る
決
心
を

し
ま
し
た
。

私
が
戻
る
と
決
め
た
ち
ょ
う
ど
そ
の

年
、
北
竜
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生
産
組
合

が
生
産
情
報
公
表
J
A
S
の
取
り
組

み
で
日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
記
者
と
し
て
農
業
の
世
界
を
知
っ

た
か
ら
こ
そ
改
め
て
、
北
竜
町
の
生
産

者
が
一
生
懸
命
作
り
上
げ
て
き
た
農
業

の
す
ご
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
自
分

な
り
の
栽
培
方
法
に
は
固
執
せ
ず
、
地
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域
で
団
結
し
て
こ
だ
わ
り
の
米
作
り
に

取
り
組
む
の
は
、
昔
か
ら
の
北
竜
町
の

風
土
で
あ
り
、
私
が
取
材
で
見
て
き
た

生
産
者
の
姿
と
も
重
な
り
ま
す
。

今
は
ま
ず
、
父
や
地
域
の
人
か
ら
学

び
、
自
分
が
稲
作
の
技
術
を
身
に
つ
け

よ
う
と
必
死
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

自
分
や
北
竜
町
の
将
来
を
頭
に
思
い
描

い
て
い
ま
す
。
同
年
代
の
後
継
者
も
戻
っ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
み
、

何
も
し
な
け
れ
ば
将
来
は
明
る
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
外
の
人
が
普
通
の
就
職

先
と
同
じ
よ
う
に
働
き
に
来
て
く
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
た
ら
、
町
も
も
っ

と
面
白
く
な
る
の
で
は
？ 

な
ど
と
考
え

な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

特集
何ができる？ 何から始める？
最新ドローン活用術

ICTの基礎知識 PART２

03 省力化を進めるドローン
05 ドローンでの作業に必要なこと 
07 農薬散布ドローンの実用例
09 使える農薬の拡大で進むドローンによる

農薬散布
11 ドローン空撮画像を活用したリモート
 センシングの最前線

● GNSS ガイダンスシステム・自動操舵補助装置の
効果確認

● 傾斜畑の土壌流亡対策

15 品種・技術 ここがポイント！

32 マンガで分かる！ GAP 入門
● VOL.9  責任者の明確化

● 業務用トマトの生産体系の確立を目指して
● 子牛管理の SOP（標準作業手順書）作成

19 みんなの取り組み広場

● 酪農作業の標準化に役立つ「デーリィ Navi」
● モバイル牛温恵の導入効果
● 新たな自動給水装置「水田 farmo( ファーモ )」
● 農作業中の事故を防ぐ安全対策
● 雪の季節に備えましょう
● YouTube「ホクレン アグリポートチャンネル」を開設

21 情報 CLIP 

33 Agri Square
●読者の皆さんからの声  ●地域の取り組み　
●アグリポーターREPORT
　休憩時の定番おやつ、飲み物 !
●読者アンケート  
　Q.あなたの「おうち時間」の楽しみ方を教えてください。
●アグリ・フォト  ●農業なんでも川柳  
●読者プレゼント

Profile：1988 年、北竜町生まれ。北海道滝川高
等学校、北海道大学農学部を経て、2012 年に日
本農業新聞に入社。東京都、福岡県等での勤務を
経て、2017 年に故郷の北竜町に戻り実家の農
家に就農。2020 年「令和元年度北海道青年農
業者会議」の「アグリメッセージの部」で自身の
U ターン就農までの経験を発表し、最優秀賞受
賞。福岡県勤務時代に知り合った九州出身の女
性と結婚し、一緒に農業に励んでいる。

日糧製パン株式会社　「十勝しゃっきりコーン」
もぎたて道産コーンの鮮度と甘みをがぶりっ ！

13 道産品のカタチ
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近
年
、
農
薬
散
布
を
中
心
に
ド
ロ
ー
ン
導
入
が
加
速
化
し
て
い
ま

す
。
省
力
化
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
実
際
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
農
業
分
野
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

遠
隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦
で
空
を

飛
ぶ
無
人
航
空
機
「
ド
ロ
ー
ン
」。
複

数
の
回
転
翼
（
ロ
ー
タ
ー
）
を
搭
載
し

た
「
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
」「
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
機
種
の
ほ
か
、
固

定
さ
れ
た
主
翼
を
持
ち
長
時
間
飛
行
が

可
能
な
「
固
定
翼
ド
ロ
ー
ン
」
も
あ
り

ま
す
。

農
業
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
が
最
も
多
く

使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
農
薬
散
布
の
用
途

で
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
全
国
の
農
薬
散

布
面
積
は
２
０
１
８
年
度
の
約
3.1
万
ha

か
ら
２
０
１
９
年
度
の
約
6.5
万
ha
へ
急
速

に
拡
大
傾
向
※
１
。
農
林
水
産
省
で
も

昨
年
3
月
に
策
定
し
た「
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
普
及
計
画
」
に
お
い
て
、
２
０
２
２

年
度
に
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
散
布
面
積
を

１
０
０
万
ha
に
拡
大
し
た
い
と
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
は

水
稲
の
防
除
が
中
心
で
す
が
、
今
後
ド

ロ
ー
ン
に
適
し
た
農
薬
数
が
増
え
れ
ば

野
菜
や
果
樹
な
ど
で
の
活
用
も
増
え
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
際
に
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
販

急速に進化するドローン活用の可能性を
解説します。

省力化を進めるドローン
広がるドローンの活用

最 新 ド ロ ー ン 活 用 術
01

急
速
に
広
が
る

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布

農
薬
散
布
だ
け
じ
ゃ
な
い

ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性

最
新
ド
ロ
ー
ン

活
用
術

何
が
で
き
る
？ 

何
か
ら
始
め
る
？

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
礎
知
識 
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
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売
台
数
は
、
２
０
１
８
年
度
で
１
４
０
０

台
、
２
０
１
９
年
度
に
は
２
１
０
０
台

と
、
年
々
増
加
中
※
２
。
現
在
稼
働
し

て
い
る
農
薬
散
布
用
の
無
人
ヘ
リ
は
全

国
で
３
０
０
０
台
弱
な
の
で
、
台
数
だ

け
で
い
う
と
既
に
ド
ロ
ー
ン
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
無
人
ヘ
リ

に
比
べ
て
機
体
の
価
格
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

で
、
個
人
で
も
所
有
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
今
後
も
更
に
普
及
が
進
む
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
用
途
も
ま
だ
ま
だ
広
が
り

そ
う
で
す
。
圃
場
を
空
か
ら
撮
影
し
て

生
育
状
況
を
「
見
え
る
化
」
す
る
セ
ン

シ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
ス
ポ
ッ
ト
的
な
肥
料
散
布
、
さ

ら
に
は
播
種
や
受
粉
、
農
作
物
の
運
搬
、

鳥
獣
被
害
対
策
ま
で
幅
広
い
分
野
で
実

証
試
験
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
※
３
。

将
来
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
各
種
請
け
負
い

サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
生
産
者
の
作
業
負

担
を
軽
減
し
、
省
力
化
に
貢
献
す
る
機

械
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
集 

■ 

最
新
ド
ロ
ー
ン
活
用
術

※
１ 

農
林
水
産
省
に
よ
る
推
計

※
２ 

農
林
水
産
省
に
よ
る
機
体
製
造
メ
ー
カ
ー
16

社
へ
の
聞
き
取
り
調
査

※
３ 

農
業
分
野
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況

（
農
林
水
産
省
２
０
２
０
年
６
月
）

●肥料散布
道外では露地野菜への
肥料散布も実証試験中。
圃場センシングと組み
合わせたスポット肥料
散布も実用化に向けて
研究されています。

●農作物等の運搬
静岡県の傾斜茶園地で
は、収穫した茶葉の摘
採袋をトラックまで運
ぶ際、ドローンに吊り
下げて運搬する実証試
験が行われています。

●農薬散布
これまでは水稲の防除
が中心でしたが、園芸
作物や果樹などでも防
除実証を実施中。ドロー
ンに適した農薬登録も
拡大しつつあります。

●播種
滋賀県の JA ではドロー
ンで水稲や緑肥作物の
播種を行っているとこ
ろも。ドローンに搭載
する高精度播種機の開
発も進んでいます。

●圃場センシング
作物の生育状況、土壌
の肥沃度、病害虫や雑
草の発生状況等をド
ローンで撮影した画像
から分析するセンシン
グサービスが実用化さ
れています。

●受粉
青森県ではドローンに
よるりんごの受粉作業
を実証中。花粉溶液を
上空から散布すること
で、受粉作業時間を大
幅に削減させました。

●鳥獣被害対策
シカやイノシシなどの
野生鳥獣の活動が活発
になる夜間にドローン
を飛行させ生息域を調
査。柵を設置するなど
被害防止に活用されて
います。

期待
されている
ドローンの
活用範囲
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ドローンによる農薬散布は、航空法で禁止されている「危
険物輸送」「物件投下」にあたるため、事前に国土交通
省に申請が必要です。申請は少なくても散布予定日の 10
日前まで（土日祝日など閉庁日を除く）にオンラインや郵送
などで行い、承認を受けなければなりません。メーカーや
販売店によっては申請を代行してくれたり手伝ってくれたりす
る場合もあるようです。

回転翼（ローター）の数が４個、６個、８個など、多様な
機種が各メーカーから登場しています。搭載できる薬液の
量も機種によってさまざま。離着陸まで全て自動の高性能な
ものから、直進だけ自動モードでマニュアル操縦が必要なも
のなど、性能もいろいろです。ドローン本体のほかバッテリー、
充電器、機種によっては RTK関連の機材など付属品を含
めると150～400 万円前後の価格です。

好きな時に飛ばせるの？

農薬散布に使えるドローンの種類は？

ホクレン農業総合研究所
営農支援センター　スマート農業推進課
調査役　家納 淳也

誰でも飛ばせるの？操縦は難しい？ドローンに関す
る疑問について、スマート農業推進課の家納淳也調
査役が解説します。

ドローンでの作業に必要なこと

Q2

Q1

農薬散布用ドローンＱ＆Ａ

02
マニュアル操縦の機種はプロポ（コントローラー）での操
作が必要ですが、最も高度な自動航行の機種では離陸か
ら着陸までスマホのボタン操作だけ。あらかじめ圃場を測
量して登録しフライトプランを作成します。飛行ルートを決
め、速度、高度、散布水量などを設定すると、あとは全自動。
薬液がなくなると指定の場所に戻ってくるので、タンクを積
み替えると、薬液が切れた場所から再スタートします。

自動航行の仕組みは？

Q4

自動車なら運転免許を取得すると、どのメーカーの車も乗
れますが、農薬散布用ドローンの場合は機種ごとにメーカー
や販売店が行う教習を受けなければなりません。オペレー
ターとして認定を受けるには原則として 10 時間以上の飛行
経験を積む必要があり、教習は講義も含め短くて 3日、長
くて５日間。1人につき15～20数万円の費用がかかります。

素人でも操縦できるの？

Q3

最 新 ド ロ ー ン 活 用 術
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国土交通省から承認を受けた後、実際に散布するエリア
や日時が決まったら「飛行情報共有システム（FISS）」
へ飛行計画を入力する作業が必要です。当初は散布エリ
アを地図上に詳しく登録しなければなりませんでしたが、今
は市区町村単位の簡単な入力で済むようになりました。情
報を共有できるシステムなので、ほかの無人航空機の飛
行予定も確認できます。

航空法で「空港周辺」「150ｍ以上の上空」「人家の密集
地域」は飛行禁止空域に指定されています。以前は操縦者
のほかに補助者（ナビゲーター）の配置が求められました
が、人が入れない立入管理区画を設定するなど条件が整え
ば補助者を頼む必要はなくなりました。農林水産省で定めた
「無人マルチローターによる農薬の空中散布に係る安全
ガイドライン」や国土交通省で定めた「無人航空機飛行マ
ニュアル（空中散布）」などを参考にしてください。

承認を受けた後の手順は？

守らなくてはならないルールは？

Q5

Q6

誤操作や誤作動が絶対にないとは言い切れません。電線や
樹木に接触して破損したり、回転翼でけがをさせてしまう事

故なども起こり得ます。万が一
の事故に備えた保険に加入し
ておきましょう。JA共済でもド
ローンを対象にした保険を用意
しており、動産総合保険（機
体の損害）と施設賠償保険（対
人・対物賠償）の 2 種類の
保険があります。保険の詳細
は、お近くの JAまでお問い合
わせください。

備えておくべきことは？

Q8

農薬は適期に散布しなければなりません。使いたい時に故
障してしまうと病害虫による被害につながるケースも。緊急
の場合、代替機の用意があるかどうかなど、アフターサー
ビスやメンテナンスの体制も考慮して購入先を選びましょう。

購入時の留意点は？

Q9

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr10_000044.html

国土交通省から承認を受けた場合、承認期間が終了するま
で３カ月ごとに飛行実績の
報告が必要です。メールも
しくは郵送による提出、ま
たはオンラインサービスで
報告します。国土交通省
航空局のホームページに、
報告要領や報告書の様式
が掲載されています。

農薬散布後は報告が必要なの？

Q7

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/boujyo/
attach/pdf/120507_heri_mujin-132.pdf

（農林水産省安全ガイドライン）

https://www.mlit.go.jp/common/001301400.pdf
（国土交通省飛行マニュアル）
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バ
ッ
テ
リ
ー
を
こ
ま
め
に
交
換
す
る
の

は
大
変
そ
う
で
す
が
、
実
際
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
？

「
搭
載
す
る
薬
液
量
が
多
い
ほ
ど
バ
ッ
テ

リ
ー
を
食
う
ん
で
す
よ
。
な
の
で
16
ℓ
の

タ
ン
ク
に
12
ℓ
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
12
ℓ
で
ま
け
る
面
積
が
1.5 

ha
く
ら

い
。
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
る
前
に
戻
っ
て

く
る
の
で
、
交
換
し
て
や
る
と
中
断
し

た
と
こ
ろ
か
ら
再
開
し
ま
す
」

バ
ッ
テ
リ
ー
も
薬
液
タ
ン
ク
も
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
式
だ
か
ら
交
換
は
ス
ム
ー
ズ
。
薬

妹背牛町
熊谷 勝さん（左）、俊さん（右）

実際の生産現場でドローンはどのように使
われているのでしょう。今春、完全自動航行
のドローンを個人で導入し、ドローンによる
防除に取り組み始めた妹背牛町の熊谷勝さ
んを訪ねました。

農薬散布ドローンの実用例
新規導入の生産者に聞きました！

03
最 新 ド ロ ー ン 活 用 術

今
春
、
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
か
ら

X
A
G
社
の
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
た
熊

谷
勝
さ
ん
。
プ
ロ
ポ（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
）

で
操
縦
す
る
機
種
で
は
な
く
、
完
全
自

動
航
行
の
高
性
能
モ
デ
ル
P
30
の
発
売

を
待
っ
て
購
入
し
ま
し
た
。

事
前
に
息
子
さ
ん
と
3
日
間
の
教
習

を
受
講
。
初
日
に
仕
組
み
や
使
い
方
を

座
学
で
学
び
、
2
日
目
か
ら
は
教
習
機

で
実
技
訓
練
を
重
ね
ま
し
た
。

６
月
に
機
体
が
納
品
さ
れ
る
と
、
最

初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
圃
場
の
測
量
。

R
T
K
ア
ン
テ
ナ
を
圃
場
の
四
隅
に
持
っ

て
い
き
一
枚
ず
つ
位
置
情
報
を
登
録
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
へ
の

申
請
を
行
い
承
認
を
得
て
か
ら
、
ま
ず

水
稲
除
草
剤
の
散
布
、
次
に
一
斉
防
除

を
7
月
と
8
月
に
各
１
回
、
大
豆
の
マ

メ
シ
ン
ク
イ
ガ
の
防
除
を
2
回
。
友
人

の
大
豆
畑
も
含
め
合
計
で
60 

ha
分
の
散

布
を
行
い
ま
し
た
。

「
最
初
は
少
し
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
思
っ

た
以
上
に
簡
単
だ
っ
た
ね
。
薬
液
を
作
っ

た
り
す
る
段
取
り
で
30
分
、
ド
ロ
ー
ン
で

実
際
に
ま
く
の
は
1
ha
当
た
り
10
分
く

ら
い
と
い
う
感
じ
。
重
宝
し
て
い
ま
す
」

自
動
航
行
は
思
っ
た
以
上
に
簡
単

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
や
薬
液
の
充
填
も

ス
ム
ー
ズ

写真 1. 熊谷さんの経営面積は 33ha。
奥さんと息子さんの３人で水稲（移
植・直播）、黒大豆、秋播き小麦を作
付けしています。ドローンの操作や
申請などの手続きは主に俊さんの担
当です。
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液
の
注
入
も
自
動
充
填
機
が
あ
る
の
で

手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

「
散
布
装
置
が
ノ
ズ
ル
で
は
な
く
ア
ト
マ

イ
ザ
ー
式
な
の
で
、
回
転
数
を
変
え
る

こ
と
で
液
滴
の
大
き
さ
を
調
整
で
き
る

の
も
こ
の
ド
ロ
ー
ン
の
い
い
と
こ
ろ
。
圃

場
の
中
を
ま
い
た
あ
と
最
後
に
外
周
を

一
周
ま
わ
っ
て
散
布
で
き
る
の
も
気
に

入
っ
て
ま
す
」

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
へ
の
往
復
距

離
を
短
縮
す
る
た
め
ド
ロ
ー
ン
の
離
着

陸
地
点
を
途
中
で
移
動
す
る
こ
と
な
ど
、

上
手
な
使
い
方
も
徐
々
に
分
か
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

昨
年
ま
で
は
防
除
を
無
人
ヘ
リ
に
委

託
し
て
年
間
70
万
円
ほ
ど
の
コ
ス
ト
を
か

け
て
い
た
熊
谷
さ
ん
。「
風
の
な
い
条
件

の
い
い
時
に
自
分
で
飛
ば
せ
る
の
な
ら
、

ド
ロ
ー
ン
を
自
分
で
買
っ
て
も
損
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
実
際
に
何
度
か
使
っ
て
み
て
「
自

動
航
行
の
最
新
機
種
は
ド
ロ
ー
ン
に
し

て
は
高
額
だ
け
ど
、
そ
の
価
値
は
あ
る
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
利
点
は
水
稲
乗
用
防
除

機
（
ビ
ー
ク
ル
）
よ
り
安
価
で
作
業
時

間
も
速
い
こ
と
。「
水
稲
の
防
除
は
全

て
ド
ロ
ー
ン
に
切
り
換
え
る
こ
と
も
可

能
。
安
易
な
投
資
は
控
え
る
べ
き
だ
け

ど
、
面
積
が
30 

ha
以
上
の
人
な
ら
個
人

で
買
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
熊

谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
後
の
希
望
は
登
録
農
薬
の
種
類
が

増
え
る
こ
と
。「
今
は
限
ら
れ
た
も
の
し

か
な
い
け
ど
、
畑
で
ま
く
薬
剤
が
増
え

れ
ば
、
も
っ
と
幅
広
く
使
え
る
」
そ
う
。

ゆ
く
ゆ
く
は
追
肥
や
種
ま
き
に
も
活
用

で
き
れ
ば
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
セ
ン
シ
ン
グ
の
ド
ロ
ー
ン
と
連
携
す
れ

ば
、
圃
場
を
い
ち
い
ち
測
量
し
な
く
て

も
よ
く
な
る
。
窒
素
の
足
り
な
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
追
肥
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
ね
」

熊
谷
さ
ん
の
導
入
を
き
っ
か
け
に

J 

A
で
ド
ロ
ー
ン
の
青
空
教
室
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ク
サ
ン
に
は
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

写真 2. 胸に下げているのがドローンに無線で指示を飛ばす
操縦アンテナ ACB-1。フライトの指示はスマートフォンの
ボタン操作だけ。画面には散布作業時間や面積に応じた散
布量が表示されます。

写真 3.XAG 社の P30 は中国製。軽トラックにそのまま積み込めるサイズです。
事前にRTKアンテナ（移動局）（熊谷さん手元）を使い圃場を測量します。

“高額だけど、その価値はある”

30 

ha
以
上
な
ら
個
人
所
有
も
視
野
に
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ホクレン資材事業本部　肥料農薬部
技術普及課 技師補　丹羽 昌信 

ドローンによる農薬散布は、スプレー
ヤーや無人ヘリによる防除と比べて何が
違うのでしょう。メリットとデメリット、
普及に向けた課題を技術普及課で聞きま
した。

使える農薬の拡大で進む
ドローンによる農薬散布

防除の選択肢を広げるために

04
最 新 ド ロ ー ン 活 用 術

技
術
普
及
課
の
丹
羽
さ
ん
は
「
地
上

走
行
の
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
の
農
薬
散
布
に

対
し
、
空
中
か
ら
散
布
す
る
ド
ロ
ー
ン

は
濃
い
濃
度
で
少
な
く
ま
く
の
が
特
徴
」

だ
と
説
明
し
ま
す
。

「
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
タ
ン
ク
は
1
0
0
0

ℓ
以
上
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ド
ロ
ー

ン
の
タ
ン
ク
は
10
〜
16
ℓ
程
度
。
ド
ロ
ー

ン
の
場
合
は
同
じ
薬
剤
で
も
少
量
を
高

濃
度
で
ま
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

そ
の
た
め
現
在
は
、無
人
航
空
機
に
よ

る
散
布
（
高
濃
度
少
水
量
）の
登
録
農

薬
が
多
い
、水
稲
で
主
に
普
及
し
て
い
ま

す
。畑
作
や
園
芸
で
の
使
用
が
ま
だ
限
ら

れ
て
い
る
の
は
、ド
ロ
ー
ン
で
散
布
可
能

な
畑
作
や
園
芸
用
の
登
録
農
薬
が
少
な

い
こ
と
も
要
因
。今
年
3
月
末
時
点
で

稲
・麦
類
が
5
0
8
剤
あ
る
の
に
対
し
、

い
も
類
は
24
剤
、豆
類
は
66
剤
と
か
な
り

少
な
い
の
が
現
状
で
す （
表
１
）。

「
水
稲
防
除
は
ド
ロ
ー
ン
だ
け
で
や
ろ
う

と
思
え
ば
で
き
ま
す
が
、畑
作
・園
芸
は

薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
た

め
、登
録
農
薬
の
拡
大
が
急
が
れ
ま
す
」

そ
こ
で
ホ
ク
レ
ン
で
は
農
薬
メ
ー
カ
ー

と
協
力
し
、馬
鈴
し
ょ
と
て
ん
菜
向
け
の

殺
虫
剤
2
種
の
試
験
を
実
施
中
。長
沼

ド
ロ
ー
ン
は
高
濃
度
で
少
量
散
布

登
録
農
薬
拡
大
に
向
け
試
験
実
施

写真 1.2020 年 8月 3日、旭川市で行ったドローンと無人ヘリの比較試験の様子。
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農
場
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
で
高
濃
度

の
薬
剤
を
散
布
し
、薬
害
の
有
無
や
慣

行
防
除
と
の
効
果
の
差
を
検
証
し
て
い

ま
す
。問
題
が
無
け
れ
ば
試
験
結
果
を

メ
ー
カ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
薬
剤
登

録
を
後
押
し
。今
後
登
録
農
薬
が
増
え

れ
ば
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
範
囲
も
更
に
広

が
る
は
ず
で
す
。

「
ド
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
は
圃
場
に
入
ら

ず
に
散
布
で
き
る
こ
と
。
土
壌
が
ぬ
か

る
ん
で
い
て
も
散
布
で
き
、
作
物
を
踏

み
病
気
の
原
因
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
根
雪
直
前
に
行
う
小
麦
の
雪

腐
病
防
除
や
、
大
雨
で
圃
場
に
入
れ
な

い
時
の
緊
急
防
除
な
ど
ド
ロ
ー
ン
が
活

躍
す
る
場
面
は
多
い
で
し
ょ
う
」

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
は
無
人
ヘ
リ
に
比
べ

小
型
で
あ
り
、
水
稲
よ
り
散
布
水
量
が

多
い
畑
作
で
の
普
及
性
を
懸
念
す
る
声

が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
8
月
に
作
業
性

比
較
試
験
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
1
）。

「
約
２
ha
の
圃
場
で
畑
作
で
の
農
薬
散

布
を
想
定
し
て
試
験
し
た
と
こ
ろ
、
機

材
運
搬
、
散
布
の
準
備
、
散
布
、
機
材

ド
ロ
ー
ン
と
無
人
ヘ
リ
の
比
較
試
験

の
撤
収
、
圃
場
の
移
動
な
ど
を
含
め
る

と
、
ド
ロ
ー
ン
の
作
業
時
間
は
無
人
ヘ
リ

の
約
半
分
で
し
た
（
表
２
）」

ド
ロ
ー
ン
は
タ
ン
ク
が
小
さ
く
バ
ッ
テ

リ
ー
の
持
続
時
間
も
短
い
た
め
、何
度
も

交
換
が
必
要
で
す
が
、散
布
水
量
を
調

整
で
き
る
た
め
、畑
作
場
面
で
多
い
10
a

当
た
り
1.6
ℓ
の
量
も
一
度
に
散
布
で
き

ま
す
。一
方
、ヘ
リ
は
通
常
、ノ
ズ
ル
を
変

え
な
い
限
り
10
a
当
た
り
8
0
0
㎖
し

か
散
布
で
き
な
い
た
め
、
1.6
ℓ
の
場
合

は
同
じ
場
所
を
２
回
飛
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、運
搬
時
の
プ
ロ
ペ
ラ

の
脱
着
や
、フ
ラ
イ
ト
前
の
暖
機
運
転
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

「
圃
場
が
離
れ
て
い
て
移
動
が
必
要
な
ら

小
回
り
の
き
く
ド
ロ
ー
ン
は
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
」
と
丹
羽
さ
ん
。
散
布
水
量
の

多
い
畑
作
な
ど
で
も
、
防
除
手
段
の
一
つ

に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
請

負
散
布
事
業
確
立
に
向
け
、
委
託
業
者

と
連
携
し
２
０
１
９
年
よ
り
実
証
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
準
備
が
整

い
次
第
、
各
J 

A
に
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

※１ 無人ヘリは同じ場所を 2回重複して散布。
※２ 薬液補充やバッテリー交換。
  試験は 1.9ha の圃場（旭川市）で実施、

10a 当たり散布水量は 1.6ℓ。

表 1. ドローンに適した農薬の登録状況（国内）

※農業分野におけるドローンの活用状況（農林水産省 2020 年 6月）より作成。
 目標登録農薬数は、農業用ドローン普及計画（農林水産省 2019 年 3月）の設定数。

表 2. ドローンと無人ヘリの比較試験結果

作物名
登録農薬数 

（2019 年 2月末）
増加数

登録農薬数
（2020 年 3月末）

目標登録農薬数 
（2022 年度末）

野菜類 48剤 ＋２剤 50剤 121 剤

果樹類 18剤 ＋０剤 18剤 69剤

いも類 24剤 ＋０剤 24剤 52剤

豆類 68剤 －２剤 66剤 81剤

特用作物 ０剤 ＋０剤 ０剤 5剤

稲・麦類 463 剤 ＋ 45剤 508 剤 481 剤

その他 25剤 ＋４剤 29剤 37剤

総計 646 剤 ＋ 49剤 695 剤 846 剤

項目 ドローン 無人ヘリ

フライト準備   １分 19秒   ６分 38秒
（暖機運転含む）

１フライト目 　３分 42秒 13分 23 秒

インターバル 　　　51秒   １分 18秒

２フライト目 　２分 16秒   ８分 22秒

インターバル  　　 59秒 -

３フライト目  ５分 38秒 -

撤収作業 　　　39秒   １分 50秒

合計作業時間 15 分 24秒 31 分 31 秒

※１

※ 2

※ 2

※１
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農研機構　農業情報研究センター　
画像認識チーム長　杉浦 綾（りょう）さん

リモートセンシングとはセンサーを使って離れ
た場所から対象の状態を調べること。農業ではこ
れまで衛星画像の解析が中心でしたが、近年はド
ローンによる空撮画像の活用が進んでいます。

ドローン空撮画像を活用した
リモートセンシングの最前線

生育観測から病虫害の検出まで

05
最 新 ド ロ ー ン 活 用 術

9
年
前
、
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
の
芽
室
研
究
拠
点
に
赴
任
し
た
杉

浦
さ
ん
。
広
大
な
圃
場
の
状
態
を
効
率

的
か
つ
客
観
的
に
把
握
す
る
方
法
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

上
空
か
ら
圃
場
を
撮
影
す
る
に
は
ド

ロ
ー
ン
が
最
適
だ
と
思
っ
た
も
の
の
、
当

時
は
1
機
１
千
万
円
以
上
。
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
部
材
を
買
い
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー

を
自
作
し
た
の
が
研
究
の
始
ま
り
で
し

た
。

「
衛
星
画
像
は
雲
が
あ
る
と
畑
が
写
り

ま
せ
ん
が
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
は
雲
の
下
で

撮
影
で
き
ま
す
。
画
像
も
す
ぐ
に
手
元

で
見
ら
れ
機
動
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
広
い
範
囲
の
撮
影
は
衛
星
画
像

に
は
か
な
わ
な
い
。
衛
星
画
像
と
ド
ロ
ー

ン
画
像
は
一
長
一
短
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
必

要
な
技
術
だ
と
思
い
ま
す
」

ド
ロ
ー
ン
空
撮
に
使
う
カ
メ
ラ
は

２
種
類
。
一
般
的
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

（
R
G
B
カ
メ
ラ
）
と
、
人
間
の
目
で

は
見
え
な
い
近
赤
外
線
の
画
像
を
撮
影

で
き
る
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
で
す
。

「
健
康
な
植
物
体
は
葉
の
表
面
で
近
赤

外
線
を
強
く
反
射
す
る
ん
で
す
。
逆
に

枯
れ
た
葉
は
あ
ま
り
反
射
し
な
く
な
る
。

上
空
か
ら
圃
場
を
観
察
す
る

プロフィール：2006 年北海道大学大学院農学研究科修了。同年、
農研機構に採用。九州沖縄農業研究センター、北海道農業研究セ
ンターを経て、2020 年 4 月より農業情報研究センター画像認識
チーム長。

作
物
の
生
育
状
況
を
把
握

病
虫
害
の
発
生
も
検
出

こ
の
性
質
を
利
用
し
て
作
物
の
生
育
の

良
否
を
判
断
す
る
植
生
指
数
（
Ｎ
Ｄ
Ｖ

Ｉ
）
が
衛
星
画
像
の
研
究
で
既
に
考
案

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影

し
た
近
赤
外
線
の
画
像
に
適
用
す
れ
ば

生
育
状
況
が
判
断
で
き
ま
す
」

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
は
衛
星
画

像
よ
り
精
細
な
画
像
を
得
ら
れ
る
の
で
、

作
物
の
大
き
さ
を
判
断
で
き
る
そ
う
。

「
ド
ロ
ー
ン
で
平
行
移
動
し
な
が
ら
連
続

的
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
と
、
二
つ
の
カ

メ
ラ
か
ら
捉
え
た
の
と
同
じ
。
人
間
が

両
目
で
見
て
距
離
感
を
得
る
の
と
同
じ

理
屈
で
、
二
次
元
の
撮
影
画
像
か
ら
三

次
元
の
情
報
を
復
元
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
画
像
解
析
で
作
物
の
高
さ
や
大
き
さ

が
分
か
る
。
こ
こ
は
生
育
が
悪
い
、
こ

こ
は
よ
く
育
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
観
察

も
可
能
で
す
（
図
２
）」

病
虫
害
の
早
期
発
見
に
も
役
立
ち
ま

す
。「
た
と
え
ば
馬
鈴
し
ょ
の
疫
病
は
感

染
す
る
と
葉
が
黄
色
に
な
る
の
で
上
空

か
ら
捉
え
や
す
い
」
と
杉
浦
さ
ん
。
将

来
は
病
気
の
兆
候
を
事
前
に
と
ら
え
て

発
生
を
予
防
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が

目
標
で
す
。

ほ
か
に
も
雑
草
の
繁
茂
状
況
を
調
べ

た
り
、
自
然
災
害
時
に
農
地
の
被
害
状

況
を
迅
速
に
把
握
し
た
り
、
土
地
の
高

図 1. 固定翼ドローンによるセンシング（イメージ）

1km
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低
差
を
埋
め
て
平
ら
に
す
る
の
に
必
要

な
土
の
量
を
推
定
し
た
り
、
水
の
た
ま

り
や
す
い
圃
場
の
窪
み
を
見
つ
け
た
り

と
、
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
画
像
の
活
用
範

囲
は
ま
だ
ま
だ
広
が
り
そ
う
で
す
（
図

３
）。杉

浦
さ
ん
が
い
ま
圃
場
の
撮
影
に
使
っ

て
い
る
の
は
固
定
翼
ド
ロ
ー
ン
（
図
１
）。

「
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
は
ワ
ン
フ
ラ
イ
ト
の
飛

行
時
間
が
15
分
程
度
で
、
撮
影
で
き
る

の
は
3
〜
４
ha
。
一
方
、
固
定
翼
は
１

時
間
く
ら
い
飛
べ
て
１
０
０
ha
ほ
ど
の
広

範
囲
を
撮
影
で
き
ま
す
」

撮
影
し
た
画
像
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

圃
場
の
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
ソ
フ
ト
が
既
に

市
販
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
画
像
を
送
れ

ば
マ
ッ
プ
に
加
工
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
と
か
。

今
後
は
地
域
を
ま
と
め
て
撮
影
し
、

生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
そ
の
日
の
畑
の
画
像
が
届

く
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
病
虫
害
や
雑
草
を
上

空
か
ら
見
つ
け
、
農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン

と
連
携
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
防
除
す
る

よ
う
な
低
コ
ス
ト
技
術
が
実
現
す
る
日

も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン
と
の
連
携
も

1km

図 2. ドローン空撮画像からの三次元情報の復元

図 3. ドローンによるセンシングの例

病害発生箇所を検出する
画像処理プログラム

牧草地の雑草検出と
分布の把握

キャベツの個体認識による
株数カウントと大きさの評価

小麦の品種選抜のための
病害抵抗性評価

　空撮画像

　空撮画像を元に作成された圃場画像

三次元情報を復元

12  HOKUREN AGRIPORT 
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もぎたて道産コーンの
鮮度と甘みをがぶりっ ！ 

道 産 品 の カ タ チ

日糧製パン株式会社　十勝しゃっきりコーン

“北海道のパン屋さん”としておなじみの日糧製
パン株式会社。フレッシュな道産食材と地元の加
工技術に支えられて、毎年話題の期間限定商品を
発表し、旬が詰まったおいしさを届けています。

十勝しゃっきりコーン　メーカー希望小売価格120円(税別）

VOL.03
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産
食
材
を
探
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
６

年
に
誕
生
し
た
「
十
勝
し
ゃっ
き
り
コ
ー

ン
」
は
、
同
社
初
の
道
産
コ
ー
ン
を
使
っ

た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
士
幌
町
の
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
を
た
っ
ぷ
り
の
せ
て
、
も
ぎ
た
て

の
よ
う
な
甘
み
と
〝
し
ゃ
っ
き
り
食
感
〞

が
味
わ
え
る
人
気
商
品
で
発
売
期
間
は

10
月
か
ら
翌
春
ま
で
で
す
。
商
品
の
入

れ
替
わ
り
が
早
い
パ
ン
業
界
で
今
年
15

年
目
と
い
う
実
績
が
、
お
客
様
か
ら
の

厚
い
支
持
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
商
品
の
特
長
は
、
農
家
さ
ん
か

ら
収
穫
し
た
コ
ー
ン
を
す
ぐ
に
地
元
で

冷
凍
加
工
し
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
本
来
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減

少
す
る
糖
分
を
封
じ
こ
め
て
、
も
ぎ
た

て
の
コ
ー
ン
そ
の
も
の
を
食
べ
て
い
る
よ

う
な
お
い
し
さ
を
楽
し
め
ま
す
。
も
ぎ

た
て
を
加
工
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
は

生
産
者
の
皆
さ
ん
と
収
穫
の
喜
び
を
分

か
ち
合
う
こ
と
で
あ
り
、
お
客
様
に
は

食
材
に
旬
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き

ま
す
」
と
杉
澤
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

北
海
道
の
食
材
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高

く
、
今
後
シ
リ
ー
ズ
を
広
げ
て
い
く
に
は

道
内
で
完
結
す
る
原
材
料
の
加
工
技
術

の
発
展
が
大
き
な
鍵
。
生
産
か
ら
加
工
、

製
造
ま
で
の
理
想
的
な
流
れ
か
ら
生
ま

れ
た
「
十
勝
し
ゃっ
き
り
コ
ー
ン
」
を
味

わ
え
る
〝
口
福
〞
な
10
月
が
、
今
年
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

絹
艶
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
応
援

15
年
目
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

士幌町のスイートコーン圃場と収穫の様子。「十勝しゃっきりコー
ン」発売 10 周年の時には「しほろ収穫祭」で 1000 個を無料配布
し、生産地への感謝を表しました。

日糧製パン株式会社
営業本部 マーケティング部
販促企画課長　杉澤 洋史さん
北海道オホーツク管内出身。2000年
入社。子会社で麺や豆腐の製造を経
て、2005年から主に商品企画を担当。
「“おいしく、北海道らしく”をコンセ
プトにパン作りをしています」

２
０
２
０
年
に
創
立
77
周
年
を
迎
え

る
日
糧
製
パ
ン
株
式
会
社
は
、
生
粋
の

道
産
子
企
業
。
も
と
は
戦
時
下
に
お
け

る
北
海
道
の
食
糧
供
給
を
担
う
会
社
と

し
て
創
業
し
、
１
９
５
９
年
に
現
在
の

社
名
に
改
称
。「
北
海
道
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
〝
真
の
北
海
道
企
業
〞
へ
の

成
長
」
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

同
社
の
看
板
商
品
と
い
え
ば
、
毎
日

食
べ
て
も
飽
き
な
い
お
い
し
さ
が
評
判
の

食
パ
ン
「
絹
艶
」
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
販
促
企
画
課
長
杉
澤
洋
史
さ
ん
の

お
話
に
よ
る
と
、「
食
べ
き
り
サ
イ
ズ
の

２
枚
、
３
枚
か
ら
４
、５
、６
、８
、
そ
し

て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
適
し
た
10
枚
ま
で
の

幅
広
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
揃
え
て
い
る

シ
リ
ー
ズ
は
業
界
で
も
稀
少
だ
と
思
い

ま
す
」。

道
産
小
麦
を
１
０
０
％
使
っ
た
姉
妹

品
「
絹
艶
北
海
道
」
と
あ
わ
せ
て
、
春

先
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
時
期
に
も
道
民
の

食
卓
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。
ほ
か
に
も

北
海
道
独
自
の
食
文
化
で
あ
る
豆
パ
ン
や

〝
ふ
か
し
〞
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
地
域
色

豊
か
な
品
揃
え
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

毎
年
５
０
０
種
類
以
上
の
新
商
品
を

発
表
す
る
同
社
は
、
常
に
魅
力
的
な
道

14  HOKUREN AGRIPORT 



れ
た
こ
と
か
ら
、
使
用
区
の
作
業
速
度

が
ア
ッ
プ
（
表
1
）。
ま
た
、
使
用
区
の

耕
起
回
数
や
培
土
回
数
も
削
減
さ
れ
ま

し
た
（
表
2
）。
耕
起
回
数
の
削
減
は
、

耕
起
時
の
掛
け
合
わ
せ
幅
の
減
少
が
理

由
で
す
。
培
土
は
、
従
来
の
作
業
機
両

端
の
培
土
畝
を
重
複
さ
せ
る
や
り
方
か

ら
、
重
複
さ
せ
な
い
方
法
へ
変
更
で
き

た
こ
と
が
効
率
化
の
要
因
と
な
り
ま
し
た

（
図
1
）。
更
に
、
4
工
程
の
作
業
時

間
を
合
計
す
る
と
、
使
用
区
は
約
23
％

の
削
減
と
な
り
ま
し
た
（
表
2
）。

ホクレン 訓子府実証農場 農産技術課 係長　佐久間 芳則

POINT

ＧＮＳＳガイダンスシステム・自動操舵補助装置の効果確認

●ガイダンスと自動操舵で、「作業の効率化による時間短縮」「圃場の効率的利用による
増収」「作業時の疲労軽減」を確認

急
速
に
普
及
が
進
む
G
N
S
S

（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
ガ
イ
ダ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
と
自
動
操
舵
補
助
装

置
（
以
下
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
･
自
動
操

舵
）。
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
作
業
で
の
掛
け
合
わ
せ
幅
や
切

り
返
し
回
数
の
削
減
に
よ
る
時
間
短
縮
、

安
定
し
た
直
進
性
に
よ
る
高
精
度
作

業
、
直
進
性
確
保
に
よ
る
疲
労
軽
減
効

果
な
ど
で
す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ

ト
は
具
体
的
な
数
値
で
表
す
と
ど
の
程

度
で
し
ょ
う
か
？　
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実

証
農
場
で
は
、
効
果
を
数
値
化
す
る
た

め
に
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
は
、
馬
鈴
し
ょ
栽
培
に
お
い
て
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
自
動
操
舵
を
使
用
し
た

場
合
（
以
下
、
使
用
区
）
と
不
使
用
の

場
合
（
以
下
、
不
使
用
区
）
で
実
施
。

調
査
対
象
は
、
同
一
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
耕
起
、
播
種
、
早
期
培
土
（
1
回
）、

収
穫
の
各
工
程
と
し
、
作
業
時
間
や
直

進
性
の
及
ぼ
す
効
果
、
疲
労
程
度
を
各

1
ha
の
圃
場
で
比
較
し
ま
し
た
。

作
業
速
度
に
着
目
す
る
と
、
耕
起
及

び
播
種
工
程
で
は
、
圃
場
の
状
況
や
作

業
に
適
し
た
速
度
の
制
約
が
あ
り
、
両

試
験
区
に
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。一
方
、培
土
及
び
収
穫
工
程
で
は
、

畝
の
直
線
性
や
畝
間
の
精
度
が
確
保
さ

作
業
の
効
率
化
に
よ
り
時
間
短
縮

防除

図1. 両試験区の培土方法の違い

表1. 各作業工程における作業速度（km/h）

表2. 各作業工程における作業回数と全作業時間

※1ha の圃場全体の作業時間から算出（旋回及び切り返し時間は除く）。

※不使用区の培土は両端の畝を重複させて実施。
※全作業時間は、耕起・播種・培土・収穫の合計時間。

試験区 耕起 播種 培土 収穫
使用区 3.91 6.09 2.88 3.84

不使用区 3.85 5.90 1.79 2.58

試験区 耕起回数 培土回数 全作業時間
使用区 30 22 20 時間 3分 36秒

不使用区 35 27 25 時間 58分 48 秒

培土 3回目

使用区

不使用区

培土 1回目 培土 2回目

培土 3回目

培土 1回目 培土 2回目

Variety & Technology

品種・技術ここがポイント

品種・技術ここがポイント！
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播
種
は
、
２
畝
播
き
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
タ
ー
で
、
幅
約
75ｍ
の
圃
場
に
畝
間

72㎝
で
実
施
。
こ
の
圃
場
で
は
計
算
上
は

最
大
1
0
4
本
の
畝
を
確
保
で
き
ま
す

が
、
不
使
用
区
で
は
一
部
蛇
行
す
る
な

ど
の
影
響
で
1
0
0
本
し
か
確
保
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
使
用
区
で
は

き
ち
ん
と
1
0
4
本
を
確
保
（
写
真

1
）。
こ
の
差
か
ら
、
約
4
％
増
収
の
可

能
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不

使
用
区
で
は
、
収
穫
時
に
一
部
、
馬
鈴

直
進
性
や
畝
間
精
度
の
向
上
に
よ
り

増
収
の
可
能
性
あ
り

収
穫
時
の
後
方
確
認
に
注
力
で
き
る

表3. 収穫時のオペレーター前後方視認調査結果

ガイダンス・自動操舵の
使用による視認調査の様
子は左記 2 次元コード
をスマートフォン・タブ
レットで読み取ると、リ
ンク先の動画でご覧いた
だけます。

写真１. 両試験区の直進性の違い

写真3. 両試験区のオペレーターの様子

写真2．不使用区の堀り残し

し
ょ
の
掘
り
残
し
が
発
生 

（
写
真
2
）。

真
っ
す
ぐ
な
畝
を
作
る
こ
と
で
、
掘
り

残
し
に
よ
る
減
収
や
野
良
い
も
の
発
生

も
軽
減
で
き
そ
う
で
す
。

オ
フ
セ
ッ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
よ
る

1
0
0
ｍ
収
穫
時
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
目

線
を
比
較
し
ま
し
た
。
不
使
用
区
で
は

走
行
位
置
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
常
に
前

方
を
見
る
必
要
が
あ
り
、
後
方
作
業
を

確
認
す
る
時
間
の
割
合
は
28
・
4
％
で

し
た
が
、
使
用
区
で
は
ほ
と
ん
ど
の
時

間
を
後
方
確
認
に
割
く
こ
と
が
可
能
に
。

※オペレーターの頭部にカメラを装着し、視認方向を調査。
※オフセットハーベスターによる収穫。

試験区 前方視認割合（％） 後方視認割合（％） 後方振り返り（回）
使用区 11.3 88.7 5.3

不使用区 71.6 28.4 20.7

ま
た
、
不
使
用
区
は
20
回
以
上
も
後
ろ

を
振
り
返
る
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、

使
用
区
は
主
に
後
方
の
み
を
確
認
。
そ

の
結
果
、
振
り
返
り
回
数
は
5.3
回
で
し

た
（
表
3
・
写
真
3
）。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
「
使
用
区
で
は
掘
り
取
り
口
の
調
整

に
、
よ
り
集
中
で
き
、
疲
労
も
少
な
い
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

使用区

使用区

主に後方を確認

不使用区

不使用区

主に前方を確認

https://youtu.be/
ORJXS1k7G4k
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そ
こ
で
、
傾
斜
畑
で
の
土
壌
流
亡
を

軽
減
す
る
た
め
、
営
農
で
で
き
る
①
土

層
改
良
と
②
後
作
緑
肥
の
部
分
不
耕
起

を
組
み
合
わ
せ
た
土
壌
流
亡
対
策
に
つ

い
て
現
地
実
証
し
ま
し
た
（
図
１
）。

土
層
改
良
に
よ
り
表
面
流
去
水
を
地

下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
土
壌
流
亡
の

被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
地
試
験
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着

で
き
る
有
材
補
助
暗
き
ょ
機
「
カ
ッ
ト

ソ
イ
ラ
ー
」
を
用
い
ま
し
た
。
カ
ッ
ト
ソ

イ
ラ
ー
は
、
前
進
し
な
が
ら
土
中
50
㎝

付
近
ま
で
の
任
意
の
深
さ
で
締
め
固
ま
っ

た
土
層
を
破
壊
す
る
と
と
も
に
土
塊
を

切
り
上
げ
、
麦
稈
や
刈
り
株
な
ど
の
作

物
残
渣
を
落
と
し
込
む
機
械
で
す
（
ア

グ
リ
ポ
ー
ト
26
号
参
照
）。

秋
播
き
小
麦
収
穫
後
の
8
月
に
施

工
す
る
と
（
写
真
１
）、
残
渣
埋
設

部
の
隙
間
が
水
み
ち
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
で
水
の
通
り
が
良
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
降
雨
時
に
お
け
る

暗
き
ょ
の
排
水
量
は
土
層
改
良
前
と
比

べ
て
、
約
3
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
雪
解
け
後
の
畑
の
様
子
を
み
る

と
、
無
処
理
区
で
は
侵
食
溝
の
発
生

が
多
い
の
に
対
し
て
、
土
層
改
良
区
で

は
侵
食
が
抑
え
ら
れ
（
写
真
２
）、
土

壌
流
亡
量
は
2
〜
3
割
減
少
し
ま
し
た
。

傾
斜
畑
で
は
降
雨
時
や
融
雪
時
に

畑
地
表
面
を
下
方
へ
向
か
っ
て
流
れ
る
水

（
表
面
流
去
水
）
が
発
生
し
、
豪
雨
や

急
激
な
雪
解
け
で
は
土
壌
も
一
緒
に
圃

場
の
外
へ
流
出
す
る
「
土
壌
流
亡
」
が

発
生
し
ま
す
。
近
年
、
豪
雨
の
発
生
が

多
く
、
肥ひ
よ
く沃

な
土
壌
資
源
を
保
全
す
る

た
め
の
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

❶
土
層
改
良
に
よ
る
土
壌
流
亡
対
策

写真1．カットソイラー施工の様子（左・8月中旬）と施工部の土壌断面（右・白線で囲っ
た部分が作物残渣の埋設部）

寄せる

落とし
込む

地下浸透を増やす土層改良 後作緑肥を用いた部分不耕起
技術❶ 技術❷

水の流れ
表面を流れる
水が減る

水の流れを抑え
土壌もキャッチ

堅密層
浸
透
増
加

破砕

不耕起部

耕起部

図1．営農でできる土壌流亡対策技術

な
お
、
土
層
改
良
に
は
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ

な
ど
の
心
土
破
砕
効
果
を
有
す
る
機
械

も
有
効
で
す
。

た
だ
し
、
弾
丸
暗
き
ょ
や
カ
ッ
ト
ド

レ
ー
ン
な
ど
土
中
に
空
洞
を
形
成
す
る

作
業
機
を
施
工
す
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。
傾
斜
方
向
に
施
工
す
る
と
地

下
で
土
壌
を
侵
食
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

道総研　中央農業試験場　農業環境部　環境保全グループ　巽
たつみ

 和也

POINT

傾斜畑の土壌流亡対策

●営農でできる二つの対策により土壌流亡被害を軽減できます。

耕起

品種・技術ここがポイント

品種・技術ここがポイント！
Variety & Technology
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こ
の
不
耕
起
箇
所
が
表
面
流
去
水
の
勢

い
を
抑
え
る
こ
と
で
侵
食
溝
の
発
生
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
流
下
す
る
土
壌
を

捕
捉
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
春
先
の

土
壌
流
亡
量
が
約
2
割
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
土
層
改
良
と
後
作
緑
肥
の

部
分
不
耕
起
の
併
用
に
よ
り
抑
制
効
果

が
高
ま
り
（
写
真
４
）、
土
壌
流
亡
量

は
3
〜
5
割
減
少
し
ま
し
た
。

緑
肥
栽
培
は
植
物
被
覆
に
よ
る
傾
斜

畑
で
の
土
壌
流
亡
抑
制
の
ほ
か
、
土
中
へ

の
緑
肥
す
き
込
み
を
継
続
す
る
こ
と
で

有
機
物
補
給
と
な
り
、
団
粒
構
造
の
形

め
、
等
高
線
方
向
に
施
工
し
、
施
工
長

を
1
0
0
m
未
満
と
短
く
し
ま
す
。

土
壌
流
亡
対
策
に
は
、
表
面
流
去
水

の
勢
い
を
抑
え
る
緑
肥
帯
を
設
置
す
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。
具
体
的
に
は
、

秋
播
き
小
麦
収
穫
後
に
栽
培
し
た
後
作

緑
肥
（
え
ん
麦
）
を
す
き
込
む
際
に
、

圃
場
斜
面
の
一
部
を
秋
に
す
き
込
ま
ず
、

春
ま
で
不
耕
起
に
す
る
箇
所
（
部
分
不

耕
起
）
を
設
置
し
ま
す
（
写
真
３
）。

❷
後
作
緑
肥
の
部
分
不
耕
起
に
よ
る

　
土
壌
流
亡
対
策

成
や
地
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
な

お
、
翌
年
春
の
全
面
す
き
込
み
後
、
大

豆
、
馬
鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
で
、
部
分
不

耕
起
区
の
初
期
生
育
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
悪
影
響
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

れ
ら
土
壌
流
亡
対
策
技
術
は
、
大

き
な
工
事
な
ど
を
行
う
わ
け
で
は
は
な

い
た
め
、
追
加
コ
ス
ト
な
し
で
日
々
の
営

農
作
業
の
工
夫
に
よ
り
取
り
組
め
ま
す
。

土
壌
資
源
の
保
全
の
た
め
に
広
く
普
及

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

写真2. 土層改良区（左）と無処理区（右）の雪解け水による侵食溝の
様子（4月）

写真4. 併用区（左）と無処理区（右）の雪解け水による侵食溝の様子（4月）

写真3. 後作緑肥の部分不耕起の様子（10月）

道総研　中央農業試験場
農業環境部　環境保全グループ
巽 和也さん　
プロフィール：北見工業大学大学
院修了。北見農試契約職員を経
て、2014年12月から研究職員（現
職）。土壌流亡対策や、衛星による
画像などを用いた農地の排水性
診断に関する研究を担当。

無処理区

不耕起箇所
（幅 5m、30m間隔）

土層改良区

無処理区併用区（土層改良 +部分不耕起）

不耕起箇所

流出土壌を捕捉

水
の
流
れ

水
の
流
れ

水
の
流
れ
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R
e
p
o
r
t

みんなの取り組み広場
Hokuren area Report

1

岩
見
沢
支
所

業
務
用
ト
マ
ト
の
生
産
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て

業
務
用
ト
マ
ト
と
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
具
材
な
ど
に
使
わ
れ
る
ト
マ
ト
の
こ

と
。
近
年
、
需
要
が
高
く
、
輸
入
量
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

獲
得
す
る
た
め
、
J 
A
そ
ら
ち
南
で
は

ホ
ク
レ
ン
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

青
果
市
場
、
種
苗
会
社
、
食
品
会
社
と

連
携
し
て
、
栽
培
や
流
通
の
体
系
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

J 

A
そ
ら
ち
南
で
業
務
用
ト
マ
ト
の

栽
培
を
開
始
し
た
の
は
2
0
1
8
年
。

通
常
の
青
果
用
ト
マ
ト
と
異
な
り
、
国

内
で
は
生
産
自
体
が
少
な
い
た
め
、
技

術
的
な
知
見
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
手
探

り
で
栽
培
技
術
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
栽
培
1
年
目
は
乱
形
果
や
ゴ
ー

ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
※
が
多
発
し
た
た
め
、
2

年
目
は
品
種
の
見
直
し
や
ハ
ウ
ス
内
換

気
で
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
3
年
目
と

な
る
今
年
は
、
株
間
と
果
実
肥
大
と
の

関
連
や
、「
う
ぃ
ず
O
n
e
」
を
用
い

た
場
合
の
生
育
反
応
な
ど
を
調
査
し
て

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
課
題
の
多
い
業
務
用
ト
マ

ト
で
す
が
、
そ
ら
ち
南
農
協
ス
ラ
イ
ス
ト

マ
ト
組
合
長
の
岸
田
さ
ん
は
、「
生
育
や

品
質
の
特
徴
を
つ
か
む
の
が
難
し
く
苦

労
も
多
い
で
す
が
、
収
穫
や
選
果
の
し

や
す
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。
技
術
を

確
立
す
れ
ば
省
力
化
や
収
益
増
に
つ
な

が
る
品
目
で
す
ね
。
生
産
量
を
増
や
し

て
、
こ
の
地
区
を
業
務
用
ト
マ
ト
の
先

進
地
に
し
た
い
で
す
」
と
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

ホクレン主催の栽培講習会も実施

そらち南農協スラ
イストマト組合長
の岸田慶志さんと
妻の瞳さん

※灰色かび病が原因の果実表面にできる白い斑点症状のこと。

生育中の様子ヘタは残さずに収穫する

業務用トマトの特長
●着色が緩やかで天候に左右されにくい。そのため収穫
適期が長く、収穫計画を立てやすい。

●収穫時にヘタを残さないため、作業しやすい。
●果実が硬いため打撲が少なく、選果しやすい。
●日持ちするため、一定量をまとめて輸送ができ、コス
ト削減につながる。

●契約取引のため、市況に左右されず安定した収益が見
込める。
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ホクレンの営農支援の現場からさまざまな取り組みや情報をお届けします。
Hokuren area Report

2

訓
子
府
実
証
農
場

子
牛
管
理
の
Ｓ
Ｏ
Ｐ（
標
準
作
業
手
順
書
）作
成

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
の
乳
牛

部
門
で
は
、
農
場
ス
タ
ッ
フ
や
研
修
生
な

ど
日
々
の
作
業
に
携
わ
る
人
数
が
多
く
、

各
作
業
の
担
当
者
は
入
れ
替
わ
り
も
頻

繁
で
す
。
そ
の
た
め
「
人
に
よ
っ
て
や

り
方
が
違
う
」、「
○
○
さ
ん
は
や
っ
て

く
れ
る
の
に
○
○
さ
ん
は
や
っ
て
く
れ
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
よ
う

に
作
業
で
き
る
、
作
業
の
標
準
化
が
課

題
で
し
た
。

製
造
業
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
、

S
O
P
（
標
準
作
業
手
順
書
）
を
一

か
ら
作
る
の
は
労
力
が
か
か
り
、
当
農

場
で
は
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
当
農
場
が
日
本
版
の
酪

農
用
S
O
P
「
デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
」

（
21
〜
22
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
編
集
に
関
わ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄

積
も
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
子
牛
管
理
に

つ
い
て
の
S
O
P
作
成
に
今
年
春
か
ら

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
「
デ
ー
リ
ィ

N
a
v
i
」
の
子
牛
に
関
す
る
項
目
を

作成した子牛管理の SOP

作業場内に保管
している SOP

参
考
に
し
な
が
ら
、
当
農
場
で
行
っ
て
い

る
作
業
や
確
認
内
容
を
農
場
ス
タ
ッ
フ

か
ら
聞
き
取
る
な
ど
し
て
調
べ
ま
し
た
。

や
る
べ
き
こ
と
や
省
い
て
も
良
い
こ
と
な

ど
を
整
理
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
皆
が
納
得
で
き
る
内
容
に

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
事
務
所
に
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、文
字
数
も
多
く
気

軽
に
確
認
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
作
成
し
た
S
O
P

は
図
や
写
真
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
分
か

り
や
す
く
、作
業
場
内
に
置
く
こ
と
で
作

業
手
順
や
記
録
す
べ
き
項
目
を
容
易
に

確
認
で
き
、や
り
忘
れ
や
間
違
い
減
少
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
O
P
作
成
で
は
、望
ま
し
い
作
業

の
進
め
方
な
ど
改
め
て
確
認
し
、皆
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

更
新
を
行
い
な
が
ら
子
牛
管
理
以
外
の

S
O
P
も
作
成
す
る
予
定
で
す
。
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ン
の
３
者
が
共
同
で
取
得
し
、
日
本
の

酪
農
の
実
態
に
合
わ
せ
て
編
集
し
た
の
が

「
デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
」
で
す
。

「
デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
」
は
、
酪
農

の
S
O
P
の
ひ
な
形
と
な
る
も
の
で
す
。

「
搾
乳
」「
繁
殖
」「
分
娩
」「
子
牛
」

「
乾
乳
牛
」「
給
餌
・
水
」「
蹄
」「
農

場
衛
生
」
の
8
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、

ほ
ぼ
全
て
の
酪
農
場
に
共
通
す
る
内
容

を
整
理
し
、
基
本
と
な
る
仕
事
の
手
順

酪
農
の
仕
事
は
、
搾
乳
や
飼
料
給
与
、

乳
牛
の
観
察
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
や
り
方
や
考
え
方
が
人
に
よ
っ

て
違
う
と
、
結
果
も
不
安
定
に
な
り
や

す
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
従
業
員
を
雇

用
す
る
機
会
が
増
え
て
お
り
、
農
場
に

合
っ
た
作
業
手
順
を
着
実
に
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
熟
練
し
た
作

業
を
見
る
だ
け
で
は
、
作
業
の
や
り
方

や
目
的
な
ど
は
十
分
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
酪
農
に
関
す
る

S
O
P（
標
準
作
業
手
順
書
）の
日
本
版

作業のやり方を統一し教育にも生かせる、各農場に合った SOP（標
準作業手順書）。その作成に役立つ「デーリィ Navi」を紹介します。

ホクレン 訓子府実証農場 畜産技術課

酪農作業の標準化に役立つ「デーリィNavi」

※農業に関する調査分析や助言などを
行っているデンマークの農業研究機関

こ
う
し
た
こ
と
の
解
決
に
、
国
内

の
製
造
業
で
は
、
個
々
の
具
体
的
な

作
業
を
図
な
ど
を
使
っ
て
解
説
す
る
、

S
O
P
を
作
成
し
業
務
改
善
す
る
例
が

見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
酪
農
の
現
場

で
こ
れ
を
整
備
す
る
に
は
多
く
の
手
間

が
か
か
り
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、デ
ン
マ
ー
ク
の
S
E
G
E
S

（
セ
ゲ
ス
）
※
が
製
作
し
現
地
で
普
及
し

て
い
る
酪
農
用
の
S
O
P
を
、
日
本
国

内
向
け
に
翻
訳
、
編
集
、
配
布
す
る
権

利
を
釧
路
農
協
連
、
全
酪
連
、
ホ
ク
レ

S
O
P
は
、
経
営
者
と
ス
タ
ッ
フ
と

の
約
束
事

C L I P 01
i n f o r m a t i o n
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S
O
P
を
農
場
経
営
者
と
ス
タ
ッ
フ
と

の
約
束
事
と
言
い
換
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
」
に
は
基
本

的
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
当

然
、
農
場
ご
と
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
々
の
農
場
に

合
っ
た
も
の
に
自
由
に
書
き
換
え
で
き
る

よ
う
、「
ワ
ー
ド
」
の
フ
ァ
イ
ル
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

専
用
H 

P
に
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
す
る

や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
、

写
真
や
図
を
多
く
取
り
入
れ
、
文
章
も

要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

S
O
P
を
作
る
こ
と
で
、
望
ま
し
い

作
業
の
や
り
方
を
見
え
る
化
で
き
、
誰

も
が
同
じ
質
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
作
業
内
容
を
人
に
教
え
や
す
く

な
り
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
農
場
内
の
課

題
を
整
理
し
、
経
営
者
だ
け
で
な
く
農

場
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
農
場
内
で
働
く
人
の
共
通
認

識
と
な
り
、
よ
り
活
用
が
図
れ
ま
す
。

デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
を
各
農
場
の

S
O
P
作
成
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

と
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

基
本
形
が
あ
る
と
は
い
え
、
8
項
目
全

て
を
一
気
に
作
成
す
る
の
は
と
て
も
労
力

が
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
優
先
さ
せ
た
い

項
目
か
ら
徐
々
に
取
り
組
む
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

「
デ
ー
リ
ィ
N
a
v
i
」
の
詳
細
は

専
用
H 

P
内
の
動
画
に
よ
る
解
説
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
一
緒
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
F
A
Q
（
よ
く
あ
る
質
問
）
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
お
問
い
合

わ
せ
は
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

「デーリィNavi」は下記のアド
レスまたは 2 次元コードから
ダウンロードできます。
http://946nokyoren.or.jp/dairynavi/ FAQ（よくある質問）もご覧ください。

22  HOKUREN AGRIPORT 



ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
で
は
、

分
娩
時
の
事
故
率
低
減
を
目
的
と
し
て

２
０
１
８
年
７
月
か
ら
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
導
入
後
2
年
が

経
過
し
、
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
分

娩
時
に
お
け
る
子
牛
の
死
産
頭
数
・
死

産
率
に
つ
い
て
、
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
の
導

入
前
後
で
比
較
し
ま
し
た
。

導
入
前
1
年
間
と
導
入
後
2
年
間
で

月
別
の
死
産
頭
数
を
比
較
す
る
と
、
導

入
前
は
最
大
で
月
５
頭
の
死
産
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
導
入
後
は
多
い
月

で
も
２
頭
の
死
産
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

（
図
1
）。死
産
率
（
死
産
頭
数
／
娩
出

子
牛
頭
数
）を
比
較
し
て
も
、
モ
バ
イ

ル
牛
温
恵
導
入
後
の
死
産
率
は
4.3
％
と

モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
導
入
で
死
産
率
は

３
分
の
１
以
下
に

■娩出子牛頭数　■死産頭数

分
娩
頭
数

0

5

10

2017年

牛温恵導入

2018年 2019年 2020年

15

20

25

７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月
１
月
２
月
３
月
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月

２
月
３
月
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月

１
月

２
月
３
月
４
月
５
月
６
月

１
月

図 1. 各月の娩出子牛頭数と死産頭数（2017 年 7月～ 2020 年 6月）　※奇形による死産は除く。

表 1. モバイル牛温恵導入前後における分娩頭数と死産率

期間 分娩母牛頭数 娩出子牛頭数 死産頭数 死産率（%）

導入前 2017 年 7月～ 2018 年 6月（1年間） 166 180 26 14.4 

導入後 2018 年 7月～ 2020 年 6月（2年間） 310 323 14 4.3 

スマートフォン・タブレットで
右記の 2 次元コードを読み取り
解説動画をご覧いただけます。

https://youtu.be/v4G7rshF1ZA

モバイル牛温恵は、体温センサーを
用いて牛の分娩監視を行う装置です。
主に次の状態を感知し携帯電話に
メールで通知することにより分娩をサ
ポートします。
①段取り通報：分娩の前兆である分

娩約 24時間前の体温変化を感知
②駆け付け通報：一次破水時の温度

センサー脱落による温度変化を感知

分娩監視装置の導入で、分娩時の事故を大きく
低減できました。その結果をご紹介します。

ホクレン 訓子府実証農場 畜産技術課 係長　砂留 光利

モバイル牛
ぎゅう

温
おんけい

恵の導入効果

C L I P 02
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導
入
前
の
3
分
の
１
以
下
に
な
り
、
大

き
く
改
善
し
ま
し
た
（
表
１
）。
な
お
、

勤
務
時
間
外
の
分
娩
率
は
、
装
置
導
入

後
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と

（
デ
ー
タ
省
略
）、
数
値
以
上
の
効
果

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

装
置
導
入
前
は
母
牛
の
血
糖
値
に
よ

り
分
娩
を
予
測
し
て
い
ま
し
た
。
夜
間

分
娩
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
宿
直
者

を
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
測
通
り

に
は
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
夜
間
の

分
娩
に
立
ち
会
え
ず
に
死
産
と
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
導
入
後
は

「
段
取
り
通
報
」
を
参
考
に
宿
直
者
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
夜
間
の
分
娩
で
も

ほ
ぼ
毎
回
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
死

産
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
図
２
は
昨
年
９
月
19
日
に
分

娩
し
た
牛
の
体
温
変
化
の
事
例
で
す
。

体
温
が
低
下
し
た
18
日
の
０
時
15
分
に

「
段
取
り
通
報
」
が
あ
り
、
19
日
の
３

時
55
分
に
「
駆
け
付
け
通
報
（
一
次
破

水
）」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
27

時
間
40
分
経
過
し
て
お
り
、
必
ず
し
も

段
取
り
通
報
後
24
時
間
で
分
娩
が
始
ま

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
た
め
、「
段
取

り
通
報
」
が
出
た
母
牛
の
状
態
は
定
期

的
に
観
察
す
る
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

当
農
場
で
は
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
を
導

入
し
た
こ
と
で
下
記
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

●
余
裕
を
も
っ
た
分
娩
準
備
、
精
度
の

高
い
宿
直
の
判
断
が
可
能
と
な
っ
た

（
段
取
り
通
報
）。

●
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
分
娩
開
始
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
子
牛
と

分
娩
後
の
母
牛
両
方
に
余
裕
を
持
っ

て
ケ
ア
で
き
る
（
駆
け
付
け
通
報
）。

一
方
、
分
娩
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
た
め
、
死
産
率
低
下
の
た
め

に
は
分
娩
介
助
方
法
の
検
討
も
重
要
で

す
。
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
は
分
娩
開
始
を

知
ら
せ
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で

事
故
の
な
い
分
娩
が
約
束
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
娩
事
故
低
減

に
向
け
た
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ク
レ
ン

訓
子
府
実
証
農
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

事
故
の
起
き
や
す
い
夜
間
分
娩
で

効
果
を
発
揮

分
娩
事
故
低
減
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム

図 2. モバイル牛温恵の分娩監視グラフ（センサー装着牛の体温）

装置の詳細はアグリポート
17号でもご紹介しています。

https://www.hokuren.or.jp/
kouho/ap/?id=161

42℃

41℃

40℃

39℃

38℃

37℃

36℃
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23（時）

△通報下限値37℃

△通報上限値40.5℃

■段取通報
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生
産
者
、
Ｊ
A
、
ホ
ク
レ
ン
、
北
海

道
農
産
協
会
、
北
海
道
、
道
総
研
が
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
水
稲
低
コ
ス
ト
省

力
化
生
産
技
術
実
証
試
験
（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）。
今
年
は
、
I
C
T
機
器
に
関

す
る
試
験
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
新

た
な
機
器「
水
田
f
a
r
m
o
」で
す
。

水
田
f
a
r
m
o
は
、
水
位
セ
ン

サ
ー
と
給
水
ゲ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る

I
C
T
機
器
類
の
実
証
試
験
が
増
加

安
価
で
操
作
が
簡
単

稲作の現場では ICT 機器への注目が高く、多くの実証試
験が行われています。その中でも、操作が簡単で、従来
の機器に比べて安価な自動給水装置「水田 farmo」が注
目を集めています。

ホクレン 米穀部 米穀総合課

図 1. 水田 farmoの仕組みと特長

Step1

farmo通信機

通信の流れ

見やすい表示

圃場の水位・水温を
測定し、そのデータ
を通信機へ送ります。

計
測
し
た
水
位
・
水
温
を
通
信
機
ま
で
送
信

超
音
波
で
水
位
を
計
測

Step2

水位センサー

水位センサーから水
位・水温データを受
け取り、データをク
ラウド上にアップし
ます。

Step3
スマートフォン
クラウド上にアップ
した水位・水温をア
プリで閲覧できます。

データ 地 図 グラフ

太陽光発電で
24時間稼働スマホで管理

現在の水位

3.2㎝

水位センサー

farmo通信機給水ゲート

※給水ゲートの設置は開水
路に限定されます。また、
付属ホースが水路の口に
合わない場合は別に用意
する必要があります。

新たな自動給水装置「水田farmo(ファーモ)」
～令和 2 年度水稲低コスト省力化生産技術実証試験より
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C O L U M N

水稲低コスト省力化
生産技術実証試験とは

シ
ン
プ
ル
な
水
位
監
視
シ
ス
テ
ム
で
す
。

水
位
セ
ン
サ
ー
を
田
ん
ぼ
に
設
置
し
、

ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

だ
け
で
す
ぐ
利
用
が
可
能
。
電
気
工
事

や
配
線
が
な
く
、
生
産
者
自
身
で
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
置
後
は
ス
マ

ホ
上
で
、
水
位
・
水
温
の
確
認
や
給
水
・

止
水
を
管
理
し
ま
す
（
図
１
）。

特
長
は
、
本
体
が
従
来
の
自
動
給
水

装
置
に
比
べ
て
安
価
な
こ
と
に
加
え
、
通

信
費
は
メ
ー
カ
ー
が
負
担
し
て
い
て
か
か

ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
ア
プ
リ
の
操
作

が
簡
単
な
こ
と
も
、
試
験
を
行
っ
て
い
る

生
産
者
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
斗
市
米
穀
振
興
会
で
会
長
を
務
め

る
岡
田
さ
ん
も
、
水
田
f
a
r
m
o

の
実
証
試
験
に
参
加
し
て
い
る
生
産

者
の
一
人
。
岡
田
さ
ん
は
「
自
宅
か

ら
離
れ
た
田
ん
ぼ
の
見
回
り
に
毎
日

約
60
分
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
水
田

f
a
r
m
o
に
よ
り
自
宅
か
ら
管
理
が

で
き
、
時
間
を
大
き
く
削
減
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
定
の
水
位
を
下
回
る
と

自
動
給
水
す
る
設
定
も
便
利
で
す
し
、

冷
害
危
険
期
の
水
温
も
把
握
で
き
る
の

で
管
理
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。

試
験
中
の
実
証
機
で
手
ご
た
え
を
感

じ
た
岡
田
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
ホ
ク
レ
ン
を

通
じ
て
2
台
購
入
し
、
計
3
台
を
田
ん

ぼ
に
設
置
し
ま
し
た
。
岡
田
さ
ん
の
ケ
ー

ス
で
は
、
1
年
当
た
り
4
8
0
0
分
の

時
間
削
減
に
つ
な
が
っ
た
計
算
に
な
り
ま

す
（
図
2
）。

水
田
f
a
r
m
o
は
全
国
で
導
入

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
現
在
在
庫
を
切

ら
し
て
い
る
状
況
で
す
（
2
0
2
0
年

8
月
末
時
点
）。
次
年
度
に
向
け
て
導

入
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の

J 

A
を
通
じ
て
早
め
に
ホ
ク
レ
ン
各
支
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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北
海
道
の
生
産
者
に
も
好
評

図 2. 水田 farmoの省力化効果（岡田さんのケース）

表 .2020 年度の試験カ所数

https://www.youtube.com/
watch?v=vRR4VVDuTgE

https://youtu.be/
wj5mDbMHUsQ

北海道内に設置してい
る水田 farmoの様子

試験内容 2019 年度 2020 年度

栽
培
技
術

直播栽培 27 28

高密度播種技術 29 33

疎植栽培 15 16

多収栽培 2 2

無代掻き栽培 1 0

小計 74 79

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

水田センサー 96 117

　うち水田farmo（水位センサー） 0 22

自動給水装置 25 72

　うち水田farmo（給水ゲート） 0 21

小計 121 189

合　計 195 268

岡田さん自宅

【見回り時間削減】
60分×80日（5/25～8/15）

＝4,800分/年

水田farmoの動画をご覧いただけます。
下記2次元コードをスマートフォンやタ
ブレットで読み取ってご覧ください。

片道約 11km片道約 11km

地域における有効な栽培技術や ICT 機器の実証
と、結果の情報発信を通じて、水稲作付面積の維持・
拡大を目指しています。
今年は専用のぼりを設置した試験圃場で 268の
実証試験を実施しています。

メーカーによる水田
farmo の自動給水栓
の設置ガイド

水田 farmo 設置圃場
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ほかの産業と比較してもとりわけ多い農作業中の事故。収穫の秋を迎え
るにあたり、事故の現状と起こりやすい状況、防ぐための方法について
北海道農作業安全運動推進本部の瀬野さんにお話をお聞きしました。

北海道農作業安全運動推進本部 事務局長　瀬野 俊彦さん

農作業中の事故を防ぐ安全対策

全
国
的
に
、
農
作
業
中
の
事
故
、
と

り
わ
け
死
亡
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
2
0
1
9
年
度
に
は
北
海
道
で
、

2
2
9
7
件
の
事
故
が
起
こ
り
、
そ
の

う
ち
19
件
が
死
亡
事
故
で
し
た
。
19
件

中
17
件
が
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
で
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
か
ら
転

落
す
る
、
機
械
の
操
作
ミ
ス
や
目
的
外

使
用
に
よ
り
転
倒
し
て
機
械
に
ひ
か
れ

る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。近

年
の
北
海
道
で
は
、
事
故
全
体
が

約
2
2
0
0
件
、
死
亡
事
故
が
約
20

件
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。
10
万

人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
は
国
内
全

体
で
全
産
業
平
均
の
約
11
倍
と
ほ
か
の

産
業
と
比
較
し
て
も
多
く
、
事
故
が
多

い
と
い
わ
れ
る
建
設
業
と
比
較
し
て
も

2.6
倍
で
す
（
図
2
）。

事
故
が
多
い
要
因
と
し
て
、
特
に
春

の
作
業
期
と
秋
の
収
穫
期
は
、
天
候
不

順
で
作
業
が
遅
れ
る
と
そ
の
遅
れ
を
取

り
戻
そ
う
と
作
業
が
集
中
し
労
働
時
間

が
長
く
な
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
疲
れ

や
焦
り
で
安
全
に
注
意
が
向
か
な
く
な

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

機
械
に
装
着
さ
れ
て
い
る
安
全
カ
バ
ー
を

減
ら
な
い
農
作
業
中
の
死
亡
事
故

農
作
業
事
故
が
起
こ
る
要
因

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
行
動
を

外
す
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
爪
に
人
が
乗

る
な
ど
本
来
し
て
は
い
け
な
い
方
法
で

機
械
を
使
う
こ
と
で
起
こ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
就
業
人
口
の

2
分
の
1
以
上
を
占
め
る
60
歳
以
上
の

高
齢
者
の
事
故
の
割
合
が
上
昇
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
要
因
は
、
加
齢
に
よ
る

身
体
機
能
や
判
断
力
の
低
下
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

更
に
、
ほ
か
の
産
業
と
の
大
き
な
違

い
は
、
農
業
の
多
く
を
占
め
る
家
族
経

営
が
労
働
安
全
関
連
法
令
の
適
用
外
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
安

全
確
保
は
自
己
責
任
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

事
故
が
発
生
し
て
も
報
告
の
義
務
が
な

く
、
事
故
の
情
報
が
十
分
に
把
握
さ
れ

ま
せ
ん
。
安
全
対
策
が
不
十
分
で
安
全

の
確
保
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
事

故
が
減
ら
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
基
本
動
作
の
徹
底
」「
先
入
観
に
と

ら
わ
れ
な
い
」「
危
険
に
気
づ
い
た
ら
速

や
か
に
改
善
」
が
大
切
で
す
。
基
本
動

作
と
は
、
❶
機
械
は
目
的
外
使
用
を
せ

ず
正
し
く
使
う
こ
と
、
❷
機
械
か
ら
降

り
て
整
備
な
ど
を
す
る
時
は
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る
こ
と
、
❸
補
助
者
が
い
る

場
合
は
機
械
の
発
進
や
緊
急
停
止
の
合

2010
年度

2,615
2,470

2,679
2,411

2,241 2,181 2,207 2,166 2,166 2,297

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

事
故
件
数

死
亡
者
数

3,000
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25
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18 19

2010～2019 年
の10年間

死亡事故は毎年 20 件前後
死亡者 178 名

負傷事故は減少傾向
負傷者 23,255 名

死亡事故の割合
131 人に 1人死亡

年度

死亡
リスク 建設業の

農業 建設業 全産業 交通事故

死
亡
事
故
件
数

14.1 15.6

6.1

2.8
1.4

7.1

3.9
1.7

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

2009 2010 2011 2012 2013 20152014 2016 2017 2018

2.6倍 交通事故の5.6倍 全産業の11.1倍
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年度
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2010～2019 年
の10年間

死亡事故は毎年 20 件前後
死亡者 178 名

負傷事故は減少傾向
負傷者 23,255 名

死亡事故の割合
131 人に 1人死亡

年度

死亡
リスク 建設業の

農業 建設業 全産業 交通事故

死
亡
事
故
件
数

14.1 15.6

6.1

2.8
1.4

7.1

3.9
1.7

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

2009 2010 2011 2012 2013 20152014 2016 2017 2018

2.6倍 交通事故の5.6倍 全産業の11.1倍

図 1. 農作業事故件数の推移

北海道農作業安全運動推進本部
事務局長　瀬野 俊彦さん

図 2.10 万人当たり死亡事故件数の推移
資料：死亡事故件数と人口から算出。 死亡事故件数は、農林水産省生産局、警
察庁交通局、厚生労働省安全課調べ。 総人口及び労働者数は、農林水産省統計
部「農業構造動態調査」の農業就業人口、総務省統計局調べ。
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公
道
走
行
時
は
運
転
免
許
に
注
意

図
を
決
め
て
お
き
安
全
を
確
認
し
て
か

ら
機
械
を
動
か
す
こ
と
な
ど
で
す
。
先

入
観
は
、
慣
れ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。「
今

ま
で
こ
う
だ
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
で
は
な

く
、
扱
っ
て
い
る
機
械
は
凶
器
に
な
り
う

る
こ
と
、
危
険
が
伴
う
作
業
で
あ
る
こ

と
を
常
に
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

緊
急
事
態
に
備
え
て
、
常
に
携
帯
電
話

な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
、
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

収
穫
で
忙
し
く
な
る
秋
は
事
故
が
増

え
ま
す
。
日
没
が
早
ま
り
暗
く
な
っ
て

か
ら
作
業
を
す
る
場
合
は
早
め
に
照
明

を
点
灯
す
る
こ
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は
雨

や
霜
で
滑
ら
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
て
運
転
す
る
こ
と
、
衣
類
が
機
械
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
袖
口
が
詰
ま
っ
た

服
を
着
用
す
る
な
ど
の
点
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
事
故
の
事
例
か
ら
同
じ
よ
う

な
状
況
を
回
避
す
る
こ
と
も
、
対
策
に

つ
な
が
り
ま
す
。
農
作
業
安
全
情
報
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
農
作

業
事
故
の
概
況
、
事
故
の
原
因
や
事
故

後
の
対
策
な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
い

ま
す
（
下
記
U
R
L
参
照
）。

事
故
防
止
の
た
め
に
守
る
べ
き
法
令

の
最
重
要
項
目
が
、
運
転
免
許
で
す
。

2
0
1
9
年
４
月
の
公
示
に
よ
り
、
農

耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て

公
道
を
走
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
2
0
1
9
年
に
認
め
ら
れ
た
直
装

タ
イ
プ
に
加
え
、
2
0
2
0
年
1
月
に

は
け
ん
引
タ
イ
プ
も
新
た
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
道
路
交
通
法
上
の
小
型
特

殊
自
動
車
の
規
格
以
外
の
農
耕
ト
ラ
ク

タ
ー
で
公
道
走
行
す
る
場
合
は
大
型
特

殊
免
許
が
必
要
で
す
。
更
に
、
車
両
総

重
量
7
5
0
㎏
を
超
え
る
ト
レ
ー
ラ
ー

を
け
ん
引
す
る
場
合
は
け
ん
引
免
許
が

必
要
で
す
（
図
3
〜
5
）。
該
当
す
る

免
許
が
な
い
と
、「
無
免
許
運
転
」
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
灯
火
器
類
の
装
備
、

制
限
標
識
の
表
示
、
全
幅
、
運
行
速
度

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
し
っ
か
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

図 5 .「公道走行」に大型特殊免許が必要な場合
全長 4.7 ｍ、全幅 1.7 ｍ、全高 2.0 ｍ（ 作業機を含む。全高は、安
全キャブ・フレーム等により 2.0m を超える場合は 2.8m）、最高速
度 15 ㎞ /h のいずれか一つでも超える場合には大型特殊免許が必要
です。

http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/anzenweb/
chousadb/chousadb.html

リスク低減・現場改善のヒントとして農作業安全情
報センターホームページ内の「事故事例検索」をご
活用ください。上記 2 次元コードをスマートフォン
やタブレットで読み取るとアクセスできます。

図4 .トレーラーをけん引した農耕トラクターが「公道走行」に必要な運転免許

大型特殊免許

小型特殊自動車規格以外の
農耕トラクター

直装タイプ
2019年4月から
公道走行可能

けん引タイプ
2020年1月から
公道走行可能

けん引免許

車両総重量750kgを
超えるトレーラー

図 3.「公道走行」ができる作業機のタイプ（条件を満たした場合に限る）

大型特殊免許

小型特殊自動車規格以外の
農耕トラクター

直装タイプ
2019年4月から
公道走行可能

けん引タイプ
2020年1月から
公道走行可能

けん引免許

車両総重量750kgを
超えるトレーラー

作業機装着前

小型特殊・普通免許で
運転可能

最高速度15km/h以下 最高速度15km/h超え

新たに大型特殊免許
が必要

作業機装着後

幅1.7m以下

長さ4.7m以下

高さ
2.8m
以下

長さ4.7m超え

高さ
2.8m
超え

幅1.7m超え

※注 1

注１：安全キャブ・フレーム等
により 2.0m を超える場合

※ 作業機を装着した場合は、保安基
準緩和認定の条件等を満たして
いなければ公道走行できません。
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雪の季節はもうすぐそこ。おすすめの防寒ウェアや
除雪機、軽油の注意点などをご紹介します。

ホクレン 地域生活課・農機自動車課・燃料課

雪の季節に備えましょう

裏地のアルミシートで驚きの軽さ（ジャ
ケット600g、パンツ 400g）と暖かさを
両立 !　充実したサイズ展開で幅広い体
形に対応できます。

アメリカの有名ワークブランド「ディッキーズ」から防
寒つなぎが登場 ! 今までにない光沢素材が輝きを放つ
ニュースタイルのつなぎです。

本体素材に EVA（樹脂）を使用することで片足
570gという超軽量を実現。胴太設計で防寒ウェ
アの着脱がラクなうえ、インナーの取り外しが可
能でお手入れも簡単です。つま先部分には軽量な
プラスチックキャップを入れています。

●表地：マイクロタフタ（ポリエステル 100％）
●裏地：メッシュ＋アルミ +高機能綿（40g）
 キルト加工
●サイズ：S～ 4L  ※ジャケットとパンツは別売り

●表地：ポリエステル 100％
●裏地：ポリエステル 100％
●サイズ：S～ 5L

●甲材：EVA（樹脂）
●先芯：樹脂先芯
●インナー：ウレタン 13mm
●サイズ：M（24.5 ～ 25.0cm）
 ～ 3L(27.5 ～ 28.0cm)
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防寒ジャケット（8386）
防寒パンツ（8382）
ビッグボーン

防寒ツヅキ服 Dickies（1891）
山田辰

めちゃ軽防寒長靴
ジーベック

オリーブ

アーミーグリーンオレンジオーディ

赤

グリーン

ネイビー

掲載の商品は 2020きゃろっと＆フルフィル秋号で取り扱っています（一部、取り
扱いのない JAがあります）。商品のご購入・お問い合わせはお近くの JAまで。

ブラックネイビーブルー パープル カーキ

防寒着
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除雪機

GOODS

夏と冬では流通している軽油の種類が違
うことをご存じですか ?
軽油にはワックス（ロウ分）が含まれて

おり、低温で凝固することがあります。ワッ
クスが固まり始める温度を「流動点」とい
い、ホクレンでは夏に「２号」、冬に「特３号」
という流動点の異なる種類が流通するよう
に入出荷を管理しています（表）。
一方で、生産者のお宅では軽油をホー

ムタンクに一旦貯蔵し、その後トラクターな
どに給油するのが一般的。そのため、ホー
ムタンクや機械自体の中に夏用の 2 号軽
油が多く残っていると、冬の厳寒期にワッ
クスが固まって機械トラブルが発生する場
合があります。
厳寒期に軽油を使用する場合は、夏用

の軽油が残らないように購入量と使用量を
調整することをおすすめします。 除雪機のオーガ（雪を収集する部分）やシュータ

（雪の吹き出し口）にあらかじめ塗布しておくと、
雪の温度差によって発生する雪固着を防止するた
め、除雪機の作業性がアップします。
●内容量：400ml

表 . 軽油の種類と流通時期

家庭用の小型除雪機として最適です。簡単操作で
除雪はパワフル。硬い雪にも食い込みます。しかも
低騒音です。

●除雪幅：71㎝
● メーカー希望小売価格：572,000 円（税込）

商品の購入・お問い合わせはお近くの JAまで。

商品の購入・お問い合わせはお近くの JAまで。

小型除雪機
ホンダ　HSS1170i(J)

雪固着防止スプレー
イチネンケミカルズ　NX253

ハウス周りの除雪に適した大
型機として最適です。環境
性能へ配慮した新型エンジ
ンを搭載。ゆとりパワーの本
格モデルです。
●除雪幅：122.5㎝
● メーカー希望小売価格：4,554,000 円（税込）

大型除雪機
和同産業　SXG4512A

C O L U M N

冬用の「軽油」って？

ホクレンが取り扱う
軽油の種類

2号 特 3号

流動点 -7.5℃以下 -30℃以下

流通時期（目安） 4～10月 11～3月
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ホ
ク
レ
ン
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

動
画
配
信
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

に
「
ホ
ク
レ
ン 

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
チ
ャ
ン
ネ

ル
」を
開
設
し
ま
し
た
。こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
、「
北
海
道
の
生
産
者
の
営
農
に
役

立
つ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、さ
ま
ざ
ま
な

動
画
を
順
次
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
で
は
、こ
れ
ま
で
も
動

画
で
誌
面
を
補
足
す
る
情
報
を
公
開
し

て
き
ま
し
た
が
、誌
面
の
U
R
L
や
2

次
元
コ
ー
ド
か
ら
し
か
動
画
を
視
聴
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、読
者
の

方
か
ら
「
誌
面
が
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
れ
ば
動
画
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、新
た
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
発
信
し
て
き
た
過
去
の
動

画
も
再
掲
載
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、誌

面
と
リ
ン
ク
し
た
動
画
は
も
ち
ろ
ん
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
だ
け
で
公
開
す
る
動
画
も

増
や
し
、「
北
海
道
の
生
産
者
の
た
め
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。
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営農に役立つ情報を動画でも発信。冊子が手元になくても検索しやすい
YouTube チャンネルを開設しました。

アグリポート編集部

YouTube「ホクレン アグリポートチャンネル」を開設

https://www.youtube.com/channel/
UC4Dt4CyXyMsKSVtofG4dprw

ホクレン アグリポート 
チャンネルは下記の 2
次元コードをスマート
フォンやタブレットで
読み取ってご覧いただ
けます。

●公開している動画の例（再生リストから抜粋）

スマート農業講座（3本の動画）省力化ガイド（10本の動画）トラクター整備入門（8本の動画）

RTK-GNSS の基礎「ホクレンRTKシステム」
ICTで作業を軽減

作業前点検：エアクリーナチェック

RTK-GNSS の精度「水稲用除草剤『豆つぶ剤』」
水稲除草作業の省力化

整備・交換作業：エンジンオイル交換

ガイダンスシステム・自動操舵補助装置「体の使い方」と「アシストスーツ」　
体への負担軽減

格納前点検



【
　 
　 

】責任者の
明確化

VOL.9

「
G
A
P
」の
取
り
組
み
を
農
場
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
、出

荷
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
で
管
理
す
べ
き
内
容
を
理
解
し
、責

任
感
を
持
っ
て
携
わ
る
人
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。今
回
は
、

責
任
者
の
明
確
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

マ
ン
ガ
で
分
か
る
！

Ｇ
Ａ
Ｐ
入
門

適
切
な
農
場
管
理
に
は
、
生
産
か

ら
出
荷
に
至
る
工
程
で
多
く
の
管
理
点

（
管
理
す
べ
き
項
目
）
が
あ
り
ま
す
。

J
G
A
P
で
は
、
担
う
範
囲
を
定
め
責

任
者
を
決
め
る
こ
と
、
責
任
者
は
担
当

す
る
管
理
点
や
適
合
基
準
（
望
ま
し
い

状
態
）
を
把
握
し
農
場
管
理
に
必
要
な

資
質
を
習
得
、
関
係
者
に
周
知
・
教
育

訓
練
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
課
の
J
G
A
P
の
取
り
組
み
で

も
、①
農
場
責
任
者
（
農
場
管
理
総
括
）

を
は
じ
め
、
②
商
品
管
理
責
任
者
（
商

品
規
格
や
表
示
、
品
質
等
）、
③
肥
料

管
理
責
任
者
（
肥
料
選
択
や
購
入
、
使

用
、
保
管
等
）、
④
農
薬
管
理
責
任
者

（
農
薬
選
択
や
購
入
、
使
用
、
保
管
等
）、

⑤
労
働
安
全
責
任
者
（
労
働
安
全
確

保
）、
⑥
労
務
管
理
責
任
者
（
職
場
環

境
等
）を
定
め
て
い
ま
す
（
兼
務
あ
り
）。

各
責
任
者
が
担
当
す
る
管
理
点
を
把

握
し
、
関
連
知
識
を
講
習
会
や
自
己
学

習
な
ど
で
習
得
。
担
当
分
野
の
農
場
内

ル
ー
ル
設
定
や
作
業
者
へ
の
教
育
訓
練

に
携
わ
る
な
ど
、
責
任
者
の
明
確
化
で

責
任
感
が
増
し
、
適
切
な
管
理
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

次
号
で
は
今
ま
で
の
内
容
を
振
り
返

り
ま
す
。

ホクレン　訓子府実証農場　農産技術課
係長　佐久間 芳則
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そ
ろ
そ
ろ

各
作
業
の
管
理
責
任
者
を

決
め
よ
う
か
と
思
う
！

こ
の
リ
サ
ー
チ
力
と

行
動
力
が
、
少
し
で
も

肥
料
に
向
け
ば
な
ぁ
…

知
識
に
自
信
が

な
い
ん
だ
け
ど
、

責
任
者
の
務
め
を

果
た
せ
る
か
し
ら

今
日
は

狙
っ
て
た

新
作
ア
イ
ス
が

コ
ン
ビ
ニ
に

並
ぶ
日
だ
！

売
り
切
れ
た
ら

困
る
し
、
今
す
ぐ

買
っ
て
く
る
！

管
理
責
任
者
は
、

責
任
者
の
自
覚
を
持
ち

率
先
し
て
担
当
分
野
を

学
習
す
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
よ

そ
の
ア
イ
ス
の

メ
ー
カ
ー
は

口
ど
け
が
最
高
って

有
名
な
の
！

今
回
発
売
さ
れ
る
の
は

定
番
人
気
商
品
を

リ
ニュ
ー
ア
ル

し
た
も
の
で
、

ア
イ
ス
好
き
の
間
で
も

注
目
な
の
よ
〜

え
〜
農
作
業
で

疲
れ
た
後
に

勉
強
す
る

気
力
な
い
よ
ー

…
って
、

今
日
は

何
月
何
日

だ
っ
た
？！

講
習
会
に

行
く
と
か
、

自
分
な
り
に

調
べ
た
り
…

大
丈
夫
！
私
も

肥
料
責
任
者
だ
け
ど
、

「
責
任
者
」
な
ん
て

名
ば
か
り
で
し
ょ
！

い
や
、名
ば
か
り

で
は
な
い
よ

こ
ん
な
感
じ
で

ど
う
だ
ろ
う
か

農場責任者かつ
労働安全責任者かつ
労務管理責任者

商品管理責任者

農薬管理責任者

肥料管理責任者



	 	

特集「土づくりの作業機」
•	以前より図や表、写真がすごく増え
たので、全体的に記事の内容が非常
に理解しやすいです。今後も今号のよ
うな apを期待しています。特集の「土
づくりの作業機」は畑作農家ではない
ですが、分かりやすく書かれていてと
ても勉強になりました。19～20ペー
ジの草地更新シミュレーションソフト
「草ナビ」、興味あります !そのうち
相談してみたいと思います。毎回読ん
でいて思います。「あの人のビューポ
イント」に載ることができたら…と。 
 （足寄町・女性）
•	作業の基本的なことについて家族以
外からの情報は少ないので非常に良
いです。今更こんなこと…みたいな話
でも中には知らないこともあります。農
作業の基礎的なことをこれからもいろ
いろ載せてください。 （北見市・女性）

•	今号の土づくり特集は今更聞けない
ようなことがたくさん掲載されており、
非常に勉強になりました。
 （音更町・女性）
•	うちはトマト農家なので、今月のよう
な機械や作業の記事はとても面白いで
す。違う作物の農家さんのことを知る
のは大切なことなので。
 （仁木町・女性）

情報 CLIP
•	個人的にはえみまるの普及が増えて
いることが気になっていました。えみま
るの作付面積など知りたい情報がたく
さんありました。ポジション別の販売
方向もなかなかニーズまでは分からな
いので良い情報だと思いました。
 （札幌市・男性）
•	27ページの「新型コロナウイルス
の北海道農業への影響」は簡単に分
かりやすくまとめられていました。直接
的な影響のなかった我が家ですが、イ
ベント自粛によって砂糖や乳製品の需
要減など、思いもよらぬところで影響
があったことを知ることができました。
28ページの「消費拡大に向けた取り
組み」も農家として大変ありがたく感
謝しています。 （湧別町・女性）

•	今回「新型コロナウイルスの北海道
農業への影響」の記事を拝読して、
現状の農畜産物の需要の様子を少し
は理解でき、不安から安心の気持ち
が芽生えました。今後も北海道農業
の様子を発信して、その時々の現状を
伝えてほしいです。 （士別市・男性）

誌面デザイン・構成
•	一つひとつの記事の掘り下げ方がと
ても良くなってきたなと思って読んでい
ます。生意気ですね（笑）
 （厚真町・男性）
•	実際に作業をやっている人には参考
になるとは思うが、女性には分かりづ
らいのでふりがなや専門用語の説明が
あるといい。 （富良野市・女性）
•	ためになる記事がたくさんあるので、
今後も普通の農業雑誌とは違った観
点からの情報に期待したいです。
 （羽幌町・男性）
•	更なる情報提供を期待します。
 （共和町・男性）
•	子どもにも読んでもらえる情報誌に
してほしい。そのために農業高校や
商業高校で教材として使われるよう頑
張ってほしいです。 （本別町・男性）

前号の読者アンケートにお寄せ
いただいた声を掲載します。

アグリ・スクエアは読者の皆さんと作るページです。

読者の皆さんからの声VOICE

地域の取り組みLOCAL

Agri Square

新型コロナの影響で花の需要が減った花き生産者の応援と消
費拡大のため、青年部でフラワーアートに挑戦しました。JA
月形の盟友にもご協力いただき、彩り豊かな出来となりまし
た。普段通りの青年部活動は難しいですが、このような活動や
SNSなどで地域を盛り上げていきます。

フラワーアートに挑戦！ JAびばい青年部
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全道各地のアグリポーターから直送のレポートが届きました。

休憩時の定番おやつ、飲み物！今回のテーマ

Agri Square

アグリポーターREPORTREPORT

我が家ではさつまいもも作っているのですが、規格外品を
焼き芋にして食べています。多めに作って冷凍しておけば、
食べたい時に温めて食べてもよし、冷たいまま食べてもアイ
スクリームのようでとてもおいしいです !
私も昨年の秋からおやつに取り入れてみました。皆さんも

ぜひ試してみてください。

さつまいもの規格外品
を上手に活用！
アグリポーター

栗山町　井澤 綾華さん

REPORT　01

我が家は一般、特別、有機栽培を行ってい
ます。そのため、どうしても草取りに手間がか
かり、パートさんに種まきから収穫までお世話
になっています。
そんなパートさんへのおやつは、コンビニの

お茶やお菓子が定番。コンビニのお茶は持ち
運びがラクで衛生的な点が気に入っています。
また、うちのメロンが収穫できたら規格外品

をおやつに出すことがあります。私の作ったメ
ロンを「おいしい、おいしい」と言ってとても
喜んで食べてもらえるので、私もうれしいです。
高齢のパートさんは果物やトマトも好きなよ

うなので、おすすめです。でも疲れをとるには
やはり皆さんのたわいのない話（世間話や雑
談）がごちそうかな？

メロンを出すととても喜んでくれます！
アグリポーター

津別町　矢作 芳信さん

REPORT　02
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Agri Square

新型コロナウイルスの影響でおうちの中で過ごす時間が増えています。ストレ
スをためない「おうち時間」の楽しみ方を皆さんにお聞きしました。

休息でリラックス

• 「箱アイス」です。我が家の定番ア
イスのほか、いろいろな種類を購入し
ています。おいしいアイスに出合うと
「これ、うまい !」と夫婦の会話が弾
みます。 （士別市・男性）

•	ハンドドリップしたコーヒーを食後に
飲む。農作業、育児、家事で忙しい
毎日の小休憩になります。コーヒーを
淹
い

れる作業も楽しいです。
 （本別町・女性）

•	その日の気分に合わせたハーブ
ティーを好みのスコーンやチョコなどの
お菓子と一緒に楽しんでいます。少し
高めのティーポットとカップもセット購
入しているので、リッチな気分になりま
す。 （北見市・女性）

•	コロナ対策で家にいる時間が増えま
したね。とにかくゆっくりと体を休めて
養生したいのですが、現実はバタバタ
としてしまいますね。楽しみはみんな
が寝静まった夜中にアイスを食べるこ
と！ （長沼町・女性）

運動をして体を動かす !

•	好きな曲をガンガン大きな音で流し
ながら、筋トレ！ストレス発散できます。
 （音更町・女性）

•	YouTubeを見ながら運動して運動
不足を解消しています。気持ち良く汗
をかくことができ、ストレスも解消され
て良いこと尽くめです。
 （増毛町・女性）

ほかの「おうち時間」

•	ラジオを聞くことですね。テレビと
違って何かをしながら聞けますし、番
組に参加してメールを読まれた時は
「ハッピー」です。 （雄武町・男性）

•	息子とラジコンを買い、組み立て、
走らせること。 （芽室町・男性）

•	おうち時間が増え、皿洗い、洗濯、
風呂掃除を担当しています。春の終わ
りは日々 の寒暖差が激しいので、天気
予報を見ながら洗濯するものや明日の
子どもの服を考えたりします。なかな
か想定通りにいかないですが、時間も
たっぷりあるので、気長に楽しんでま
す。 （札幌市・男性）

•	1 歳の娘と遊びながら2 人で寝落ち
すること。 （富良野市・男性）

•	北海道のブラックアウトの時もそうで
したが、災害時はのんびり家族とバー
ベキューです。電気がなくても炭があ
れば。コロナで出かけられなくてもお
いしいお肉を一緒に食べられる家族さ
えいれば ! （音更町・女性）

•	私は自宅に戻ると毎晩ビールジョッ
キに氷いっぱい入れ芋焼酎のロックを
飲みます。そのために営農していま
す ! （津別町・男性）

•	1 歳の子どもとおもちゃで遊んでいま
すが、子どもの意外なところに笑いの
ツボがあって探索中です。子どもの笑
い声に癒やされています。
 （北見市・男性）

•	「詩のボクシング」に出るための詩
を書きまくっています。ほかにも好きな
アーティストの CDを聞いています（ラ
イブ DVDも含めて）。
 （名寄市・女性）

•	野菜の成長を見ること。トマトが熟
した時、家族がおいしいと食べてくれ
てうれしかった。 （北広島市・女性）

•	私は昔から手紙を書くのが好きで、
いろいろな便せんを使って友人に手紙
を書いて楽しんでいます。きれいな柄
の切手を貼るのも楽しいです。
 （鶴居村・女性）
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皆さんにお聞きしました。

Q. あなたの「おうち時間」の楽しみ方を教えてください。

Agri Square

読者アンケートREADER COMMENTS

テレビ・映画・音楽を楽しむ !

•	映画を見て現実を忘れる。
 （富良野市・女性）

•「あぐり王国」を観ることです。
 （比布町・女性）

•	一人の時は音楽を聴きながらトラク
ターや機械のカタログを見ています。
子どもたちがいる時はうるさくてそれど
ころではありません。
 （小清水町・男性）

•	普段は習い事で家族がそろうことは
ありませんでしたが、おうち時間はみ
んなで人生ゲーム、トランプなどをして
いました。アマゾンTVでビデオ鑑賞
もしました。 （七飯町・女性）

•	好きなドラマの再放送は昔を思い出
して楽しかった ! 見ていない再放送は
初めて見るので新鮮でした ! 一人でで
きることの大切さや必要性、時間やお
金の使い方などいろいろ考える時間が
でき、過ごし方などを変えていく大変
さも学びました。これからの生活を楽
しむ心の変化を楽しんだかも ! 
 （日高町・女性）

読書・手芸で落ち着いた時間

•	最近はマスク作りから派生してぬいぐ
るみの服作りにハマっています。
 （美瑛町・女性）

•	コロナで外出を控えてから読書にハ
マり、次から次へと読みたい本が出て
きます。昼休みも15 分は読書の時間
と決めています。 （江別市・女性）

•	ミシン。子どもの高校時代の学校祭
の衣装をほどいて、巾着袋やブックカ
バー、マスクなどを考えてリメイクする
のが楽しいです。
 （新十津川町・女性）

•	読書。雑誌、アグリポート、ノンフィ
クションの本、コミック本。絶対に譲
れないことは文字が大きく、写真やカッ
トがわずかでも入っていることです。  
 （芽室町・女性）

•	仕事以外は主人とともに自分の好き
な時間として読書と詩吟を楽しんでい
ます。 （八雲町・女性）

•	スマホで読書。アグリポート のアプ
リができたらスマホでも見られそう。 
 （上富良野町・女性）

•	アグリポートを含め、新聞や酪農に
関するさまざまな本を隅々まで読める
こと !なかなか外出できない分、こう
して知識を深め、現場で活用していく。
どんな状況でも日々すべてのことが勉
強です。 （足寄町・女性）

料理やお菓子を作ってます

•	野菜を調理する動画を活用して、作
り置きをすること。
 （むかわ町・女性）

•	料理に挑戦中。妻の「いいね」の
ひとことを励みにしながら。
 （江別市・男性）

•	お菓子作りやパン作り。簡単なこと
は 5 歳の子どもにも手伝ってもらって
います。 （南幌町・女性）

•	お菓子作り。ちょっと手の込んだもの
を作ると、普段の生活が少し豊かになっ
た気がします。 （北見市・男性）

•	道産原料を使ってパン、プリン、うど
ん作り。 （本別町・女性）
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Agri Square

日頃の農作業や暮らしのことを川柳にしてお寄せください。
作品が紹介された方には粗品を進呈します。趣味、活動、料理、ペットなどあなたの日常を

撮影した写真やイラスト。忙しい作業の中で感
じた川柳などあなたの作品をアグリポートに
お送りください。採用された方には粗品を進
呈します。なお、投稿いただいた写真はアグリ
ポートの誌面づくり以外の目的には一切使用
しません。ぜひお気軽にお寄せください。

写真の応募：スマートフォン・パソコンで読者
アンケート回答ページにアクセスすると写真
投稿欄がありますので、そこから投稿できます。
川柳の応募：裏表紙の応募ＦＡＸ、またはイン
ターネットでご応募できます。

https://jp.surveymonkey.com/r/GZV6VD6

あなたの作品を大募集 ! 
写真・川柳をぜひお寄せください

こちらのアドレス・2 次元コード
からアクセスいただけます。

投稿いただいた何げない日常の風景をお届けします。

農作業や暮らしのことを川柳に。

お
う
ち
で
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っ
く
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大
事
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。（
編
）
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（
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町
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女
性
）

貴
重
な
休
み
時
間
な
の
で
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
。（
編
）

昼
休
み　

ピ
ン
ポ
ン
鳴
っ
て
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居
留
守
し
ま
す

（
富
良
野
市
・
女
性
）

頑
張
っ
て
乗
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え
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き
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い
で
す
ね
。（
編
）

負
け
な
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ぞ
！　

コ
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大
雨　

熱
中
症
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雄
武
町
・
男
性
）

来
年
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夏
は
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く
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
。（
編
）

孫
来
な
い  

や
る
気
が
で
な
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コ
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ナ
の
夏

（
剣
淵
町
・
男
性
）

夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
で
す
…
！
（
編
）

感
謝
し
て　

妻
を
い
た
わ
り　

マ
ッ
サ
ー
ジ

（
富
良
野
市
・
男
性
）

アグリ・フォト PHOTO

農業なんでも川柳

SENRYU
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ニ
セ
コ
町
・
女
性

コントラさんたち頑張ってね！
牧草収穫をおやつを食べながら
見学していました。 別海町・女性 わらのおふとん！

仁木町・女性



編集　ホクレン農業協同組合連合会
　　　農業総合研究所 営農支援センター
　　　営農支援推進課内 アグリポート編集部

農薬散布だけではなく、さまざま
な分野で活躍が期待されるドロー
ン。扱いが簡単な新しい水稲水管
理装置 farmo。これらスマート農
業機器は経営の大切な相棒として、
営農に大いに役立ってくれるものと
思います。
さまざまな技術をこれまでも誌面

で紹介してきましたが、今般それら
を分かりやすく紹介する YouTube
チャンネル「アグリポートチャンネル」
を開設しました。新しいものから基
本技術まで、営農に役立つ情報を
発信していくため編集部一同、これ
からも挑戦を続けていきます。皆さ
まのご意見・ご要望をお待ちしてい
ます。 （T・O）

編 集 後 記 From Editor

アンケートにお答えいただいた方に抽選でプレゼントを差し上げます。
裏表紙の記入欄に必要事項をご記入の上、FAXまたはパソコン・ス
マートフォンでお送りください。  
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

応募締切 2020年11月30日（月）

読者プレゼントP R E S E N T

A

B

表紙で使用された作業着のウインドブレー
カーとパンツのセットをプレゼントします。サ
イズは女性用 S・M・L・LLとなります。
応募用紙または応募フォームにご希望のサ
イズをご記入ください。

十勝の豊西牛を100％使用したハンバーグと、
しょうゆベースのまろやかなタレに十勝の黒に
んにくをブレンドしたソースをセットにしました。
おいしさが逃げないうちに急速冷凍していま
す。ふっくら焼き上げるだけで口の中に豊西
牛のうまみが広がります。

表紙コーディネートの作業着

豊西牛　ビーフハンバーグギフト
10 名様

編集部では、さまざまなご意見、ご要望、厳しいご指摘も含め誌面に反映させていきたいと思います。
ぜひ、あなたのご意見をお聞かせください。

編集部より

S・M・L・LL サイズ   合計 4 名様

2020.10-11 VOL.27

ホクレンの営農情報誌

アグリポート

内容
●ハンバーグ　120g×8　●トヨニシソース　165g×1

https://www.hokuren.or.jp/kouho/ap/

back number　アグリポート アーカイブのお知らせ

Web でアグリポートバックナンバーを公開中
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※お名前・ご住所・お電話番号は商品発送時に使用いたしますので正確にご記入願います。

［アンケート回答書］下記の質問にお答えください。

［プレゼント応募記入欄］下記の内容をご記入ください。

お名前

ご住所

お電話番号

ご職業

〒　　　　-

性別：男・女　　年齢　　　　歳

ご希望のプレゼント ※ A・B いずれかに◯印をご記入ください。

A
B （S・M・L・LL ）

希望サイズ
豊西牛　ビーフハンバーグギフト

Q1. 誌面で興味深かった記事はどれですか？ ※複数回答可

1. 生産者　2. 系統職員　3. その他（　　　　　 　）

ご職業で「生産者」とお答えの方の営農形態は？
※該当するもの全てに◯をつけてください。
1. 稲作　　 　2. 畑作　　 　3. 園芸　　 　4. 酪畜
5. その他（　　　　　　　　　）

Q3. 今後取り上げてほしいテーマをご記入ください。

Q4. 家族に面と向かって言えないことを教えてください。
 （服を脱ぎっぱなしにしないでほしい、仕事を一緒に

できてうれしい。ありがとう、など）

Q5.ご意見・ご感想・改善点などをご記入ください。

● □ 0. 表紙
● □ 1. あの人のビューポイント
● 特集 最新ドローン活用術
 □  2. 省力化を進めるドローン
 □  3.ドローンでの作業に必要なこと
 □  4. 農薬散布ドローンの実用例
 □  5. 使える農薬の拡大で進むドローンによる農薬散布
 □  6.ドローン空撮画像を活用したリモートセンシングの最前線
●道産品のカタチ
 □ 7.日糧製パン株式会社「十勝しゃっきりコーン」
● 品種・技術ここがポイント!
 □ 8.ＧＮＳＳガイダンスシステム・自動操舵補助装置の効果確認
 □ 9. 傾斜畑の土壌流亡対策
● みんなの取り組み広場  
 □ 10. 業務用トマトの生産体系の確立を目指して
 □ 11. 子牛管理のＳＯＰ（標準作業手順書）作成
● 情報CLIP
 □ 12 酪農作業の標準化に役立つ「デーリィNavi」
 □ 13. モバイル牛温恵の導入効果
 □ 14. 新たな自動給水装置「水田 farmo(ファーモ )」
 □ 15. 農作業中の事故を防ぐ安全対策
 □ 16. 雪の季節に備えましょう
 □ 17.YouTube「ホクレン アグリポートチャンネル」紹介
●マンガで分かる! ＧＡＰ入門
 □ 18. VOL.9 責任者の明確化
● Agri Square
 □ 19. 読者の皆さんからの声
 □ 20. 地域の取り組み
 □ 21. アグリポーターREPORT
 □ 22. 読者アンケート 
   あなたの「おうち時間」の楽しみ方を教えてください。
 □ 23アグリ・フォト
 □ 24. 農業なんでも川柳

Q2. 今号の満足度をお答えください。
非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い

※お送りいただいたお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は商品の発送、誌面づくりの基礎データとしての目的以外には一切使用いたしません。個人情報は厳重
に保管・管理し、漏洩、滅失、毀損の防止、そのほか安全管理のために必要かつ適切な措置を講ずるよう努めます。また第三者への提供・開示などは一切いたしません。

011-742-9202FAX ご応募先

プレゼントのご応募・ご意見は FAX かパソコン・スマートフォンで

パソコン・スマートフォンご応募先 ご応募は
こちらから

ホ
ク
レ
ン
 ア

グ
リ
ポ
ー
ト
    2020 Vol.27

2020
年

10
月

1
日
発
行
　
発
行
人
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今
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発
行
：
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ン
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業
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同
組
合
連
合
会
  農

業
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合
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所
 営
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進
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〒
060-0906 札

幌
市
東
区

北
6
条
東

7
丁

目
375

番
地
  TEL .011-788-5467

皆さんのお役に立つ誌面づくりのために、ぜひあなたの声をお寄せください。読者アンケートのお願い

https://jp.surveymonkey.com/r/GZV6VD6

※お送りいただいたご意見は「Agri Square」コーナーに掲載させていただくほか、誌面づくりに反映させていただきます。

＜農業なんでも川柳＞応募欄

応募締め切り：2020 年 11 月 30 日（月）
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

表紙コーディネートの作業着


